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並? ロンズt : 7 - 及メールシユート

其 他 ー 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式曾枇大阪支底

大阪市東直高麗橋二丁目 九番地( 高麗橋野村ピ ノレ 内〉

電 鱈 北 潰 (23) 国 4714 ・4715 ・5227 (3)  

本 赴 東 京 市娃j 町医九 ノ内二丁目二番地( 丸 ノ内ピ庁内)

電 話 丸 J 内 (23) 1141・1142 ・1143

工 場 東 京 市 城 東 区 北 砂 町三丁目一二番地

電話 $Ji斤(73)2157 ・2158 ・2159

大阪支応出張所 施岡市東長洲八丁目六三番地

電 話 福 岡 7 2  9  0 番

長 rr ! 名古屋市 中 岡 大 津町一丁目九ノ二〈共演ピル内 )

所 1 電 話 中 '2776 ・2777

!奉 天 市 千 代 田 通 二 五 番 地

特 約 応 大 述 市 山 J限 延 二 一 三 三 柏 会 司
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合員 、賛助員 … … … … .. . . … ・・…… H ・H ・. . . 2 閲

合 員 外 ・ … ・… ・・・・…… ・- … …. . ..・ H ・-…・ 3 阻l

撃 生( 事校叉ノ、教師ノ添舎ヲ要ス〉… l 囚1150銭

¥守.....___ 日幸開問 |  自6 時30分 |  自 8 時の分 |  

日 よ¥史 | 午 後 至 8 時 | 議師| 午 後 至 9 蜘 分 |講 師

10月 5 日 ∞ | 臨 鰍 概 論 | 岡 田 | 電 気 糊 機 論 |岡 国

岡 山 火) 1 電気鰍建築設計法 l 浅 石下 電気熔接建築設計法 | 浅 野
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一 一 一 一 一一 一←一一-
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百 五 長 了下 一 一 一 一---r- '-- r工Rdi 1 57一 一

聴 講 規 程

1. ｾｉ 忠誠希望者は聴講 ｆ ｉｴ 込と同時 ｋ 前掲の聴講料を御納め下さい、地識者には必要なる講

議用印刷物は合場K 於てm代配布致します

2. 聴講料納付の方 K は聴す長券栓以て領牧諮に代へます、器、講料の排戻しは共事情の如何

K 拘らす一切致しませんから務め御了承を願ひます

3  抑制刊席者は必す聴講券を御携滞の上御出席の詮印えと受りて下さい、聴講券は御本人

| 浪りのものです

4. ｾｉ ま誘完了者に封しては希望に依り聴講修了 詮書 ぞ 差 上けます、但し全日出席の方に限

ります

- 切・・・… ・…・…・- 取…・…・・… ・・ ・・・線・・・・…… .. .... .. .. . . ..

建築に関する電気熔接講座謀議申込書

員合開催の建築に開する電気熔接講座規程に依り聴講料金国 銭

{ ¥L 相添へ此段申込候品

昭和 11年 月 日

合 員 種 別 | 氏 名

勤 務 先 |

現 住 所 |

摂 日 本 建 築 協 曾 御 中
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大 阪 騨 附 近 整 理 の 都 市 計 董 事 業

J踊 留

は し が き

並

三オ= -

告ト

大 Il ! i { 酵前土地[ 払ttlJ 整理‘ については八月四日 付 その設計千: : 及び施行規程が府知事の認可を

似たので、いよいよ本絡的に事業賞施期に入る ζ と¥. 7. 主った。此の機に於て大阪瞬附近整

理事業の全貌をi ! s べて見たいと思ふ。

大阪瞬 附 近軽視の昔 日 ｲ ＧｬｩｴＮ 十 ＳＱ 葦Ｚ ニ ｾｾは 、 大阪市長が執行する都市計霊街路新設 協 築事業 と、

大阪市が内務大臣の命を承けて施行する大阪騨rM)J ー l剖の既成市街地の土地|高剖整理‘ との

こつを併 せ行ふも の と考へ て貰へば良い。雨者相伴って行はれて始めて本整内事業の蚊f I J

を護揮し似るのである。但し本誌では使宜上雨手? を 11皮って述べ るとと L した。

盤 理 地 ー 帯 の 様 相

本整理地は明治三十 年の第一次i l' i 域蹴ij 長前に於ける曾根崎村の 出悶で、夫 の栴問と郁せ

ウ J グ

られるのも語源は「埋田J であると体へられてゐる地) J ' である 。 とれが官営営' 耳京u海毎j遁誼邸t線j泉A大|阪仮瞬

の開設によつて次a釘筋iCIに乞干市b】

型主Ｚ Ｂ ドて ｉ Ｇｌ乞 ､ 古施包行せられた仰郁 ｩ叶司市市 ｩ 施設とては Ｗ無飛く 、 ＭＭ［Ｚｾｾの家屋は概ね木造 、 倭小にして老何し 、 衛

生上 、保 安上は 言 ふま ーでもなく 、都 市美 のJ-. からも者過しがJ ざる y状態にイ正ったので 、之を

査を王11¥するととは大都ili の門口 を整へる上 lモ沿いて快くべからざる緊要事であったととは吉

ふまでもない 。 ｗｾ 々玖杯 Ｎｦｬ Ｇｌ於ても東海道本線改 ｪ 込の事業 ｋ 併せて大阪瞬改築の事業を執行

するとと与なったので 、此の機K 於て本市も多 '9三の懸案を一気に解決するとと L し、大 正

十五年頃から案を練り 、 昭和三年 Ｑｩ 月者 ｦ Ｕ ￯ＱｬＧ ｾ 十 主主事業として大阪僻 ｉ 削付近整問事業の内 聞 記

fl f を似た。 とれは質施 I' L至 らヂしてーjゑ定執行年期を経過してしまったが 、 とれが現行事業

の基を篤してゐるととは後ｬＧｌ ｩｬｬ べ る通りである 。 本文に入るに先ち 、 本地域ＭＭｾ ｾ ｾ ， の開護の

基準を示す現行各種者15，[ J計註施設副党! 括して世かう 。

イ、都 iliR-1丑事業街路及び首15ｲ ｢ 計京事業土地ｼ伍 ｩ ｾｉｈ 飢 Ｑ｜

ζ の二つがみ ＺｦＡＺｾｉ 亡 於 て ｪ 五 べん と あ る大阪騨前 ｬ 整王 ｲｮ の 事業で あ る

口、用途地域

大阪者15，[ i 計笠出i域内m建地域は大正十| 周年五月から施行され 、繭後数=xの小説・更と

本本の大盛夏とを終て今 111 ' L 至ってゐるも ので 、本獲3Ol I1地一帯は全部商業地域 の 指

定を受けてゐる 。
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ハ、防火地区

大阪の防火地区制は大正十 二年か ら質施 、 本手子大盤更を Ｑｭ へら ｾｌ て現代約四百十六

手伝平方米の指定 を見てゐ り、大阪騨前附近ー干停は市電稿島線以北、都市計毒事業街

路御堂線及び梅田九僚級に固まれる一国の市街地を以て巾種防火地匝に指定してゐ

る。

ニ、美翻地隔

美観地[孟は、各種構築物の構成美によ って都市美 を創成するを同的 とし、本市に於

ては昭和九年十二月之が指定を受けた。本整理地に閥聯しては大艦御堂筋線 、梅間

j d婚泉及び栴問新道一殴橋間! & 街路の雨側地匝がそ の指定を見てゐる。

ホ、建築物高度

都市 美が主と して建築物の構成美に有るとすれば建築物の高度の統制 も快くべか ら

ざる 黙で あって 、 ヨ ｾｾ 整理 地弘法に於 てはその本来の目 的 が高居建築街 の ｉｈ 現 を 期待

するに鑑み 、本年一月府知事は高さの段低限度を府令により定めた。即ち整時完成

後本地匝に建てられる建築物 l念、大阪瞬に面する部分Ir.l: 六階程度 を目標 として二十

米、 東側御堂 筋に面 しては五階程度として十七米 、 整 期地 ｉｾ 域内 を 京凶に口通する

東梅 田l町線の雨側では四階程度ーとして十四米、その他の部分は三階程度して十一米

を最低限度と定められた@

街 路 の 事 業

大阪騨 前 整理 ｬ 乞閥 ｬ 併する街踏 の新設及び誠強 ｉ ｲＮｬＺ 、 土地区 ｾｆ ｊ 整猪Ａ と は分 ｩ ｬｈｾ して 施行のと と

L し、昭和九年三月 内閣認可の後、同年五月 イ後ij 手等につき市舎の議を経て直ちに着手され

た。

I X  2  

ィ、 ｬ 、 記Ｈ 御 堂筋線 他八 路線〉の街路を大阪 市 長 執行 の 都 ￯ｈ ｾ 十ｩｕＺ事業として主 ｉｲ 設叉 ｉ ｲＮｬＺ 擁媛

し、

口、とのう ち御堂筋線及び梅 閃十三線に附若干して合計五線の地 1'. 道を老Ir 設 して閣有鎖

遇 、大阪市営高速地ー¥'" 餓道、阪急電鎖及び| 坂示111屯餓( 本線は地下線に よって御' 主筋

道ー路ドを東へ市営地下鱗遁梅田騨 1
1付近まで延長する務定で ある〉の名停車場開の辿

絡と路面交通の緩和を回り 、

ノ、 、 大 ｉ ｬｏｃ 瞬前 ノ ケ ｴ 乙於て面積約 ＭＱｾ 三 千八百八十四 ｌ ｦ ［｟ ｊ ｊ 米の朕場を新設する。

路線替 披 路 線 名 区 悶 幅種主 延 長

度路 1盟主 御堂筋線
白梅関町50地 先 至 曾 根 崎 中 1丁目 6 1地先 43- 9 8 2米420米

l 等2綴 l就 篠田九保線 白来梅岡田T50 至御堂筋線起鮎 32.72 110  

l 等3類4獄 梅田十三線 自角田町51 豆大深町 129ノ2 40. 90 215  

1等3類38獄 ｊＡｾ梅田町線 自曾被崎中2丁目 13 ノ l 至来梅田町50 20  315 



l 等3類39放

2等2類84放

2等2類85銑

2等苓真86放

2等2煩87自主

梅間島事前線

梅岡高車前商筋線

務国悪事前東筋線

曾根崎中2丁 目

米凶線

北消防課横i且線

自東梅田町35 至悶 12 22 58 

自京梅田町29昂ニ地先 至同21番地先 II 88 

自来梅岡町 12 至同2 0 II 120  

自曾根崎中 1丁 目6 1帯地先

至問中2丁 目34番地允

自曾根崎中2丁 目42番地先 至- * 梅問問TSl O

II I S l  

11  2 18  

前表御堂筋線、梅田九傑線及び

梅田十三線は第一次者Ilil イ計 設事業

街路として既定の路線であるが 、

此のうち本事業凶域に閥係ある制i

分を今回執行するものであり 、他

の六路線はその大部分が土地同 ｾ Ａｴｉ ｊ

整問地匹内 VCj 甘いて匹 1!tl j!!島IPI 亡よ

り開設さるべき街路として完成す

ｾｾ文字ｾ 一
前 立 ill の 現 状

る。補者を合しての事業宜施部分

延長は約一千六百九十五米、そ の

1M砧は三部三千二百平ノケ米i訟のー像定になってゐる 。

事業主hffl ' C 要する部31;額は四百九十一高九千五百八十凶凶とし 、そのJ! オiWは| ミとして公

前牧入、軌道経営者納付金及び高ｾＥ訣道建設費よりの組入金 ｋ 仰ぐ。執行年期 Ｑ Ｔ 昭和九年

度から同十一年度に至る 三百[年とし 、昭和十年九月中旬本事業の主要部分たる御堂筋線ぷ

び梅田} l 保線開係のご卜地所有者、地上物件所有者及び居住者と協議を開始したのであるが

現代のととろ:像想以上に順調な進捗 J状況を示してゐる。即ち立退1悶| 肢は張表後六笛[ 月たる

本年の三月と定めてゐたが 、一月末1' - 1までに立返 を了したものに釘 しては奨励金 としてキIIi

償絹のー; 刊を滑額するといふ特殊の;ケ法を講じた潟、殆んど全部が務定期間内に立退を完

了し、七月末日では用地 lモ沿いて六制三分買牧桝 、家F害. において八害IJ 二分立退官J?の準況に

あった。未 了VC}品す るもの は、家
大 阪 騨 商I 立 退 の 現 状

昆Wf有者に あっては地ヒと借地権

1111 ' 1貨の協定がオとだ調14ぬものであ

り、 }.!i 住者に於ては阪市11瞬前附近

lこ於て管業を縫積しつつるるもの

である。その大部分は近く立退を

了する見込であるが、解決困難の

背11分に劃しては強制晶分の手続に

li lでるかも知れ友い。
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土地直IJ 盤理の事業

本事業によっては御堂筋線 、梅

田j l 保線 、北 消防署横通線 、梅田騨

前東筋線 、曾根崎中二丁目東西線

等K よって固まれる区域内凡そ一

高凹千六百六十六時( 四高八千四

百八十平方米〉に封し高居建築物

の建築に適する犠土地匝制整理を

施行 す る。之は本地底が有する地

大 阪 騨 前 立 退 の 現 状

まＡｾ的特異性に最も適切たる土地の

l X 4  

利用方法を講じ 、以て土地所有者の利盆を困るのみ主主らや 、本市の門口たる大阪騨附近の

都市美創造上K も重要注役割を演す. ' るもので 、大阪騨前整理事業の特質はーに此の土地院

Ｉｬｪｩｊ 整王 Ｑｾ Ｎ ｖｃ 夜りと稿するも過言では泣い。

，ｦ ｅＪ の土 地 恒ｾ整理は綿 て人 家少き郊外地の出畑 、 ｉｉｊ 野を援玉Ｑｉｬして新に宅地を造成する

ものであるが 、本事業 K 於て 11 : 既に極度に戸口調w. iを. 3 1 をせる市街地に於て 、之が宅地 とし

ての利用慣値を更に精進せしめんがため 、また高居建築物の建築を目的主する敷地造成の

ために 、群小家屋を殆んど綿て地| 高外に移鱒せしめるか又は除却せねばならないと言 ふ黙

に於て我閤未曾有の大事業であり 、全岡環視の的となってゐる所以であ、る。

謹計重に於ては 、東梅田 11町線の街路新設事業に附随して超過牧用の;ケ法により取得する

用地を以て建築敷地を造成し、斯くして此の土地援1 " 1¥を貰現せんとしたのでるる。然し乍

ら此のJ i 法は運用に悶朝tを伴ふ1'1: ll. らヂ 、i1i土地月Ir 千1・者が父組停* の土地をーたび、強制?で

l J Xせられた際、整理.完 了の後 l亡ゐ いて之を買戻す事が仲々に! 容易で、ない場合を生十る院も

あっ て土地所有者が之を撒迎せぬ

傾もあるから 、阪員十重による ) J 法

を改め 、 新 ｖｃ Ｇ土 ｦ Ｍ ，地ｼ匝匝 ｅ函ｾｾ Ｎ認剖 ｆ副 ｬ 整迎現Ａ事業と

して貰b施包するとととなつたものでで

.  

ある。 即ち此の事業は H

yハl者樹郁11，巾11計計. 重として内閤のZ言:e. I1J を! 交変

lけす 、昭和十年四月番目 "i ;] '1霊法第十

ニ保による土地匝剖整理事業とし

て大阪市が執行方をド命された。

市は之を 昭和十年度から同十二年
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度に至る三筒年継続の事業 として執行すぺ〈 、事業発二百七十高闘を計上し、同年六月の

-di令議決を恋、引紐いて同£年f八月都市計霊法施行令2第f布5十七f傑集陀よ る設: 計計十打門- -ヲ詐l作下及びび. 施行規秤- を

A江: めてご土l上: 地}所J夕好!庁f千有f者及び

lり1) ，人 、 イ依火て設計 ］芥 ｦｩ作Ｚ下Ｚ及びびＮ古 Ｑｪｾ 倒断 ｔ 規 Ｑ程呈の一部を改正して此の部分につき再びび、縦悶を Ｑ拐 Ｓ したる ト Ｑ ＭＭ 、

月六日付府知事の認可を巾訪中であったととる 、之に主Jする認可桁令が今般護せられたわ

けである。

市ではf行地舵 、地 |て物件、居住者等の補償令の調査を進め 、至急護表の手? 奇を側めてゐ

る。事業の内森 Ir.l: 、地匝 内街路用地 の 開設 、高居建築物敷地活成のための土地椛利の務 問、

作殊なるものを除く地 上 物 件 の地匝外移斡又は除 却、 土地の交 換 分合 ｪｦｾ びに地 上 物 ｊ イ ｉ Ｑ こ撒 ｊ 、 ・

4をの不1
1やきをまInを行ふものである 。務 理前後に 於 ける地恒 内のJ伏況は次の如くで ある 。

イ、地|高内道路宅地滑減歩合

整 王E 前 整 理 後

干亙 Zリ 百 草tt 歩 合 面 絞 歩 合
ター'

宅 地 40，307・62f i 方米 0・831 35，239・32f i 方米 0・727 ?経理後滅 5，068・3卒方米

i革 r告 8，17700  0・169 13，245・3 0・273 l司 t骨 5，068・3卒方米

計 48，484・6卒j j 米 48，484・何1方米

口、地| 垣内現況

家屋 移 碑 建 坪 調 査、土 地 所 有 者 数 二三名 家屋所有者六一名 居住者戸数約 - じ

O戸府作者延人 目約二 、五0 0人 Ｋ Ｍ 地築数七ヒ Ｑ ｲ ｾ Ｍ Ｏ て地官 官 坪数 ＭＭｾ ＧｬＡ［ Ｍ Ｂ 千 λＡ 宥 ＧＱ え

んー米

事業費 二 百 じ十 飴 民凶は その Ｍ ｊＨ 部分が補償 費で あるが 、 止 ＱＺ の 柿Ｈ自些の決定にＧｾ［［ つ ては本

ｷ 国地域の有するｾ抑制全 を 充分考慮する筈で ､ うるから此 の 勲本・設現地区 内 開係者の充分な

i前五i を仰るであらろと考へてゐる。 また事業費 のi説牧についても後段考究したのであっ

て、各地主の負指定( j は均衡を失するとと無きゃう高般のは誌が拶l : はれて沿り 、その諮問負

慌 の Ｉｦ 法も原 則とし ては令銭を 以 てするが 、 地主 の希主てによって は 整王ｾＩ後の土 地 を品分し

てその経費 K 志 てるカ・法も認めてゐる。

末 記

紙上は大| 坂騨附近接理事業の慨略を述べたに過ぎぬ。その貰施朕況 tてついては稿を新に

して報- t - るの時もあらう 。全事業は il I くも昭和十三度には完成して、大阪瞬頭背日の而目

を一新するか ら、 皇紀二千六百年記念の祝典に際し 、 或は第十二回図際オ リンピック大

併に際 し て *往すべき多数内外綜紳賓客を 迎注するに相臨 しき門口となって本市産 業 活動

の上に測り知るべから ざる利益を招来するもの と考へる。ただ し共 の聞 事業賞 地 の上 に 於

ける困難も一入犬主主るものるるべく 、之がため にはった方 の援助 と指導とを糞って lトーまぬ次

第である。
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建 築 士
法 案 - 考

山 口 儀 三 郎

建築士法案が始めて帝閣議合κ 提出されたのは 、大正14年の第50議舎である。丁度私が

建築家を志願して其の感習に入った時である。私は法案の内容を知る前に先づ 、建築士怒

る文字から極めて感じの良い印象を受け、何か自分の行先がハツ キリした様K 覚え 勉強の

渡合が出来た。該法案の内察を知るに及んで曹師 、帰護士等 と劃j名しー居自ら自重し該法

の賞現を希った。

該法案は衆議院を通過し乍ら立旗院に於て担まれたり、 叉衆議院に於て求決に過ったり 、

叉必る年は全然; ; 仔閣議令Ic IIHi かったりして十飴年を経過し今日に至った。此の運動は引11

同議合K / 3 : ¥る数年も前か ら積極的に起って居り主 として日本建築士合の方々が共の促進K

努) )せられて来たのであるが、今日に於てすら枇舎的に獣殺されてゐるかの感がある。司

法代書人が昨年より司法啓司に謎り、産婆が産師K 、法記i信者がj主記土 tとと各法案がi Uk

してゐる現代で あるo 建築の如き重大怒る業務にたづさわる者の資格が一定せぬ事は全く

奇異の感がある。電気には主任技術者の資格制度があり 、自動車の運輔、叫髪 、活問等々

るらゆる方市に 於て資格 を要して居るで ｉ ｲ［ｴ ￘ｬｾ いか 。 最高感府を修め著書鰍豆験に富む者も 、 Ｑ ＱＱ Ｄ

等の素養も友き白都建築家も 、現時の法制上からは全く N等の建築家であり 、共の何等の

素養たき偽建築家が如何に大友る建築に閥係し様が、之を犯む法的の根撲は何物も友いo

JIit合は偽首者の新聞記事Kn良を見張り乍らも、目前の偽建築家を意識し主主い。危も閤家と

しては rll 街地建築物法共の他 を以て 、建築物自憾の保安上、衛生上等の見地より建物共自

身を取締つてゐるから係建築家の流す害棄を成る程度迄防止して居ると言へ様う 。然し建

築法規の取締は概めて荒捌みであって 、同法K 鰯れぬだけでは以て完全友る建築物と言ふ

事は出来君主い。共の人をｾｾｽて始めて同法は完全怒る役官 ＱＩ を巣す と 言はねばたらた い 。一定

の資絡を要する皆師、需護士、熊理士、計理士 の等 と雌も、各自濁自 の見界に基き任意に

共の業務を執るのでは? 尽く 、 詳細に規定せられた法規の世評を受けつ L 業をとるのであ

るo J 二記のものにして 、如1nJ rc 業務自悼の取締法が完備すとも 、全然の無資格者をして共

の業に就かしめる事が出来るであらうか。然るに建築のみ何等の資格を要せやして之を業

とし得るは何故であるか。建築は人間m土舎に於て 、さして重要怒らざる嬬であるか。

抑も 建築物は人間生活の容器である。国民の日常生活陀於て 、其の生命 、健康、能率 、

思想等を直接支配する重要たもので・は無いか。生命に制する皆術 、財産に劃する法律と iじ

して竜も劣る鹿はない。否一生瞥師、 開護士の厄介にたらぬ人 はあっても、 一 日も建築に

I X 8  



用事の無い人は無いで、はないか。

大韓各吾の一般人は飴りに も建築lて封す る認識が乏し過ぎる。醤師 、帰護士の助言は宛

も示111の宣託の如 く絶釘的 lζ 服従するが、建築家の言 l亡は然らす= 。共の設計に際し、方制す I'C

| 緊し施主は自己の主張をあくまで過さうとする。箇師 、帰護士 lと謝しては物質を超越して

敬意を排ふが、建築附係ρ 者l乙は物質 と結びつけて 前l人硯しゃうとする。 j野る情勢に於て

は、建築家は営業目11VC も、技術的にも非常1乞苦境に立つ。建築家が技術的に不利に置かれ

る事は 、 とりも友 ほさ ヂ岡民が生命 、健康、能率等の黙に於て不利陀置かれる事では主主い

であらうか。

間民の建築にますする認識の足りない事は 、古 き仰統的の事でもあらう し叉菩々建築家の

責任とする盛もあらう 。吾々建築家は国家的利益のためにも此の際一般図民に向って呼び

かけねばなら左い。同民の建築 l亡到する認識を 11乎び起すに 、最も有効適切たのは、やはり

法制の 11をfff る事である 。即 ち建築ー!オ去の制定で ある。建築士法の制定とそは手早々建築家

の全部 l乙J mせ られた "l:t fでであって 、ひ とり日本建築七合のみの仕事で、は無い。此の問題の

ためには 、キ千向が1rrJu の刷出:1"[1必する とを聞はす、此の際一致問結して 、国家のため、園民

の 利丞 のため ｾ ｧ Ｚｩｬｬｩ しなければなら たい 。

時搭で問題とな るのは建築ーr-. 法案の内容で、るる。建築の設計ー監骨を業とする者のみを以

て建築七 とする 11本!住築士合の主張VC/士、私/ r i . 直ちに同意 し粂ねる。此の勲私と同じ意見

の者が意外に多いかと 思ふ。 或は此の黙のため同法の制定が遅延してゐるのでは友からろ

か。外国の法制 をiti 似る必要も友ければ又他の資持法に迫従す るの要もない。要は自家擁

護を捨て L 図家的の見地から岡民の幅利を考へねばならない。
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都 市美 11ζ つ い て

田中 嫡

都市風景について人々は語る。とれは確かに近代的話題だ。あらゆる文化が都市民量生

し、都市に渦怪いて居るのだから 、何かそのうちに近代的感売にアッピールするものが あ

るのだらう。文事春秋とかその他の雑誌に都市欄が設 けられて、とれが叉相嘗評判になっ

て居るのはその詮識と見てい L 。

だから都市美についても一腹とれは一般の人々の開心の劉栴と怠って、東京に都市美協

合がつくられたり 、都市美に附するエッセイ乃至郡市見聞記と云ったものが活字にされた

りする。大阪では特に本年初めに、市街地建築物法の所謂美観地匝が指定された篤K 、

唐人々の開心 を引いたらしく 、本誌の上でも美観地院が指定された後の数ナ月は 、殆んど

旬月のやうに者11市美についての文章が掲載された。 そ して色々友立場から論議されたり

した。

かく一般の閥心の劃棋となって居るにもか L はらや 、都市美に闘する考へ} ; は殆んどす

べて調子が低い 。 一般の閥心のｾＺｴ稿なればとそ却ってさうなのかも知れたいが 、 兎に角見

)j 考へ方・が、末梢神経的であり 、主観的であり、趣味判断的でるる 。例へば一つの建物の

形態上のよしあしを云ふ場合でも 、最後は個人の主観K 委ねられ、議論は物別れにた って

了ふ。何等美の評慣に劃する客観的な尺度を持たない。客観的J¥度を探すとともしないし

却って客観的尺度など有り得友いか ら、客観的尺度を探すととが最初からして間違って肘

るとして片附けて了ふのである。すべての慣値判断の端初的危形態が主観的友趣味判断て-

dうるのはい L としても 、いつまでも共蕗 K 止ーまって居ては友ら友い。具購的友事責を 同殻

黙として、一居探く事物の本質へ向って考へを深めて行くべきである。

2. 

美 を測る客硯的 tJ. 尺度と 云ふと之を云ったが 、か L る慣値判断K 於て客硯的J"( 度が あ り

仰るかどうかについては色々議論のるつた露であるが 、 とれは準歩的 tJ. 墾術撃の阿1営l亡於

て検討ヂみのととでるるから此鹿に其の議論をむし逗さ友い。途中の思考の過程を省略し

て結論を直ちに持ち出す友らば、即美の客観的基準は品質であると云ふのである 。物聞に

反映された昆賞の姿とそが美の客翻的基準であると考へる 。

美の客親的基準はとんなものである之 、上から天降り的陀押しつけられたゃうたE形でる
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るが 、然し菩々 の周闘を見まはして具鰻的念事責を取上げて考へて見ると 、如何K もよく

とれは事責を説明し組織立て L くれるでは念いか。例へばわかり易い例として 、霊芸術作品

としての小設の場合を考へて見ょう。現代の小説家は彼の生・活によってきたへられた世界

槻を 以て現代枇介 を 銑く視察して 、 枇合の ー 断面を 如何 にも ｖｩｶｩ､ ｾ 亡 、 員Ｎ質に 徹して 苦Ｚき

_I -_げるのである 。i I u: 合のm. . の姿を 、タIJ へば歴史科撃が示すと同様に 、一吾々に示すのであるO

その 小説の示す定1:合的断面がより草萱であればある丈け 、その聾術的香気が高いので- ある。

民の姿と云つでも現象の複寝ではなく 、本質を見通した品質でるるのであるから 、此昆で

小説家の世界観、従ってその生活が問題になって来る。

情都市美に於て問題 とする鹿は、都市の物質的諸形態の造型装術的危面にあるが 、此の

場合l乙於てはどうか。此鹿でも矢張り 上と同様友ととが云へると 思ふ。

即都市の物質的諸形態は( 人類の生活が都市的形態をとら主主い以前についても連観して

III] 様友のであるが〉歴史的、i I i上合的制約の下にありながらも 、客視的友yt 宜の姿を i祈次的

IC反映してpj をた遊底的形態であって 、客観的、笹術的品質にますして激しく肉迫すれば肉迫

する程、その造型塾術的慣値が高いのである。

都市形態は、気{ 段 、風土、宗教、法律等々によって無限K 笹雑にされ周曲され乍らも 、

線本的には枇舎の物質的生産様式によって決定され、且それに近迫して行く。との近迫性

とそが上に云ふ民貫性であ って、 主眼の人で あった友らば、都市形態を見? と丈けで 、そ の

時代のi I i上合機構をまざまざと眼の前l乞忠ひ浮べる事が出来るであらう。そ して都市形態が

l仕合の生産様式より生れる必然的形態を膿現 して居れば居る程、その都市形態は完成され

て居るのである 。

3. 

一般に華街稲作品は 、作l笥; か建行すべき枇合的機能を持って居るが、都市の物質的形態! t ; I 、

同じく笹術作品の一種であり得ても 、他の概念的袈i桁諸i作品と ちがって、直接質月j的念、

以j 利均 t主任務 をもって居る。大部分物質的、現質的生活を組織する 手段である 。だから都

市形態は 、人間の生活と諾接た交渉のう ちに 成立し、純粋笹術 よ りもー居下部構造 と直接

的危つながりを持って居る。そのために却って都市形態は 、純粋醤術よりも直械に祉合様

相を反映するとも考へられるのであるが、それは兎も fi j として 、都市形態に は造型的笹神1

性と賞利拘合目的性との二面があるととは事宜である。そしてとのこつの要因が時代々々

によって軽重の度を呉氏して来てゐる 。然しi I i.上合の盤底の事JI 進 1Jが生産 1J の精ブくにあるの

でdうるから 、都市形態もとれに役立っために合目欧的であるととを第一誌とすべきたので

あらう。貴族専制時代の例へば才 一スマンのパリ改造案の如 き一時的倒錯はあった K しで

も、特に都市の現代的役古Hと於ては、他の諸要国が覆ひっくされて了ふ程、現質的ガJ 利 性

が前面に 押 し出されて居る 。機能第ー・でるる。若し華芸術性と t))利性とに矛盾が /i :¥_3長て、何
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れを採るべきかを決定 しなければゑらないやう完工場合が生じたとしたならば、基本的には

功利性を重〈見たければなら友いだらう 。尤も合目的的であるとと は、それ丈け異質の姿

を反映して居る需であって、従って都市の美的評債の基準と友るのであるが、- [ 1監との功

利性と重芸術性とは匝別して考へ てい L だらう 。

疾走し得ゑい自動車は 、如何に美 しく流線形VCWdU.... って居ても自動車で、ないやうに 、

機能を港行し得ない都市は、もはや都市の名に償しない。

4. 

現代の祉合は資本主義枇舎の時代だと云 lti .rして居るが 、種々の原因のために、日本の資

本主義は甚だ貧しく、且多くの封建的残誼を不消化のま. l . VC越してゐる。 との残された封

建的形態乃至資本主義未琵遠の都市形態的現はれは 、fftl: 合がすでに現在の妖態にまで準展

して居る今と友つては、もはや社合的昆のをを映して居ない。昆賓に建い。近代的感畳の

鑑賞K 堪へ危いので ある。

もっとも何れの枇併でも 、一定の時代の生産絞式がl唯一つの形態にはめ込まれてしまふ

と云ふととは友ぃ。必歩前時代の造物を含んてj 苦る 。思想界l乙しでも進歩的な思想と共に

保守的な前時代の思想も残存し料る。 そして妓存して居る前時代的たにものは倫幾分の支配

的勢力戎 lti 飴勢 を持 って腐るので あるが、その限度に於て前時代的形態はそのた11合の員賞

を反映す ると 云 へる。 然しそれがすで、に過去の形態であると云ふ時K は、すでに新興勢力

が起って 、而かもそれが支配的位置を出取して府る諜であるから 、前時代のものは甚 しく

劣勢であり、次第に向一府劣勢の度を加l へて行くであらう。だからとの残存する支配的勢

))  VC封臆した形態に迎合ては 、上司Sの如 き|喫られた限度に於て 、而も 往々 市:'{(i 少し 、迭には泊、

域すべき限度に於てしか、枇合的J I t 賓の姿を反映して居友いのである。基本的に考へれは、

それはも半員賞の姿を反映し得左いと 考へてい L だらう。

l晶越で日本の百

落すぺき階居7だごと云はれて居る陀もカかミ L はらす宇=ヘ、日本では特陀 :モその数が多くて、最近はプ

ロツク経潜K よる閥税捌l降喧壁のためK 幾分勢をそがれてゐるが、向惟界的に優位に Sうる EI本

の輸出貿易のや11長は 、一つに中小向了ー業の繁栄によるものとされたりした位だ。然し事賀

は必ヂしもそうではなく 、大資本のために激しく踏倒 されて 、苦悩VC-2j'; 1吟してゐると云ふ

字面もあるのである。中小向工業のため 1'1:At 合玖策的伝法律が制定されて 、その擁護をは

かつてゐると云ふ事責は 、 中小 ｬ 尚工業 ｖｃｾｦ する大資本の座迫が如何に ｪ 放しいかを物語って

ゐる。とれ等の中小 i街工業の都市形態的現はれは 、大資本の集約的偉容に兆較すると誠K

貧弱で、ちまぢましく 、近代的都市美達成のために障害となってゐるのでるる。

貧しい資本の示す形態一一 整備された大工場K 劃する狼雑左中小工場、集約的百貨屈に

劃する個々の小賢商! 阜 、lti 首代手遅れの形態でるって 、基本的K は現代祉合の革の姿を反
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映し て居友いが、同じ集約的形態 l亡しでも 、ヰ〈流をなすものが時と共l乙idt れうつってゐる

とと を設定しなければ友ら友い。

明治の終りから大正の初 めにかけて 、大都舎の最も大都合らしい代表的な場所 とし て、

例 へば大阪ならば道頓 痢から千日前の臨時街が皐げられた。それから1廿界大戦前後には工

［ 業の 爆 盤 的 進展がるって 、 まちには煙突が林立し 、吐附 す ｩｅ はＯｾを覆って天日を暗くする

欣態にあったが、 とれとそ日本の 7 ンチェスターたる大阪の偉容を示すものな りと して 、

小著書校の敬利苦? にまで脅: き立てられた。然し近代美はとれ等の前山街にも 、工場街lとも有-

.ff しない。 都心のピ J レヂンク'街 l乞見出されるのである。餓筋コ ンクリ ー ト迭の高居ピ J レヂ

ンクのなかにある事務所には 、締麗lと磨かれた机が並んで居て 、その各々に卓上電話が彬

を落して居る。 人 々はも早労働 によって汗するととなく 、卓上屯話を通じて重要なしかも

一寸した黙について指揮をする丈けである。とんな所l亡近代的好 ましさが溺上 るのであら

う。そして ζ の創業美一→工業美一→ ¥:' } レヂンク♂美の動きは夫々 j祉合機構の盤濯を基本的

にそのキ ＧＱ ｖｾ とし て持ってゐるととは云ふまでもない。

)長告物が都市美を達: するものとされて居るが、現住のJl ，長告物は要するに商業を背景とし

た 小 資本 的 形態なのであるから 、上 ｾの見方 Ｑ 亡 従 へばそれは ｡ 出然のととであって 、 その王 ｉｉＡ

ＱＱ ｉ も亦容易にｾ解 出 来るであらう 。

島で今日の建築物は木治と鎖筋コンク リー ト造との二種頬 l乙大別 されるが、都市構成要

素 としてその優劣如何 と去ふl亡、鎖筋コンク リートのノケが優れてゐると とは決定的である 。

かつ て豪事を誇ったであらう木造の大邸宅と雌も 、マツシグ主主餓筋 コンク リー ト迭のピ ノレ

ヂンク s と針上じする時陀は今日の眼から見れば問題にならない位貧弱に見える。その理由は

やj カミ と云へばとれもZ / J ;木造建物はある一定の限度l亡於て 、而 も盆ノを縮少 して行く限度に於

てしか 、今 11 のfilt 合の良質の姿を映さないからであると考へる。木造建物は躍なる自然材

の内 l伐とそれに }JII へるに若干僅少な技法よりしか成立って居ないのに 、餓筋 コンクリ ート

遣のみはより高度の技術の所産て・ある。従ってとれは後代の、 より準歩せる祉舎の所産で

ある。 而 も現代の!iU: 合の護展段階に於て必然的K 費生し 、一般化せらるべき一 ー との一般

化の勲lζ 於て ロー マ時代の鍛筋コンク リート 遣と枇合的意味を呉にするー一一歴 史的な約束

の f-' 亡立つのであらう。鋭筋コンク リー ト迭は今 |二i の枇合の姿を正 しく反映 して居る とお

へる。

5. 

今日種々の) y 聞に於て統制 とi 三ふ ζ とが叫 ばれて居る。との勢は必然的に 都市美に まで

i えんで'pj とるものと考へてい L だらう。 7ζ 官者11市形態はM合の生産様式によって激 しく泌響

されるけれども 、 者 ｛ Ｑ 市 美から生産様式への反 作月 Ｑ は極めて 力 弱いものであるから 、 ｾ ｫｴ 識 が ｪ

な統制がとの方面に働 きか け て *るのは 、一地i枇舎が安定 して基本的なも の A 目鼻がつい

1 3
1X 



てか らであらう。吐舎機構に強い作用を及ぼさたいものは後まはしになる。が然し従来は

個人の恋意的危意志によって全くばらばらであったものが、統制J )の作用lてよって何等か

の一定の意志によって貰かれるとすればとれは結構なとと VC j'主ひ友いと直感的にそう 思 は

せる。 然し賀際は如何怒る意志を以て都市形態を誌くかと云ふととが問題であって 、統制

自身 は無内容友謂 は設であって 、如何なるものを如何に統制する かによって 内森が典へら

れるのである。だから統 制 が来して結構であるか結構でないかは 、 統 制 の主 Ｃ ｦｾ と 方 法即そ

の内容が決ってから考へる のが本首である。

11 そのうちどれ

か目的11 [ か怒ったものに優先権を典へると云ふ消極的友作mしか持って居ないもの11 で 、

積極的に何か新しいものを創遣すると云ふゃうとのは統制の立 l床のたか に入り切らない の

である。 聞 くl起によると東京では丸の内一帯 を美化するために省線の高架線の壁K タ イ ノレ

とんなのは統ijjlJ の本来 の意味 を一歩踏み越えたものである。 消極的

元来統制友る ものは自 111活動、即活動の可能性が並がして居る場合氏 、

を張るさうであるが 、

で 、構成的でたいと云ふ駄持祭の目的と 一致して居ると 考へられる。

島でそれはさうとして 、都rll '美のirt街1]1亡如何たる内察を拠へたらい λ であらうか。私は

今迄注べ来った理由からとれは a出然者15m形態 VCjf止令のJA宜の姿を leh し取る ζ とにあると考

へる。 今 日の枇舎の! A 貫の姿を反映せ しめると とは 、今! こl の都市形態 を完成せ しめる所以

である。
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建物の設計に首つては、先第ーに暮ｾ面固を考へ 、 次 ｋ 正式友平面園 、 立面園 、 矧形詳細

回等に進むのが、普通でるるが、之等の設計に古ってその建物の構造の問題が蛍然閥聯し

て来る。 建築構造墜の最近の著しい準歩は 、建築家を卒面及び意匠設計家と構造設計・家主

1"[ 分離してしまった。尤も成る意味に於いては後者は建築家でなく建築技術者と稿すべき

が本宮かも知れ友いが。そして共の結果としてとのこ者は互に各々その研究に深く穿入し

てゆき 、斯くして設計;かt1oVc於いても亦構造強度計算方面陀於いても盆々その進歩が見ら

れたわけである。然し共の結果として 、二者の聞に連絡がとれ惑くなり 、賞際建物の設計

1"[ 常って雨者の統ーがとれ悪くく友つて来た事は事質の様でるる。殊K それが鎖骨や鍛筋

コ ン クリート遣の如き 、 最近著しい準ｾｊＷを謹げた然もその歴史の新しい構造法による時は

特にそう感ぜられる。共の結果としてー建物の設計 l亡常って構謹上の要件と意匠設計上の

要件とが矛盾を来たし、どちらか一方の譲歩が必要となって来る。又工事中K 於いて 、岡

市にあらはれなかった黙で 、意匠設計 と構造設計ーとが喰ひ遺ひを生じ、沿さまりがつかた

い事が屡々起って来る。此;場合譲少を要求され又仕方無き事と諦めて譲歩するのを首然と

考へてゐ る様な立場になるのは構造設計家である。その結果として構造設計家は苦心数十

日を費した計算の結果が忽ち一片の反古となるか、又l注意味の無い繁雑な計算に悩まされ

る事に友るのである。又時には事情止むを得ヂ、構造強度の多少の: 友金性をさえ犠牲にす

る事が 生ヂる 。 か込るｾｊＷの惑い役目を構造計算家が在日ＭｴＭる様 ｬ となった原因として 、 建築構

造物の用途上の機能 、意匠仕上の問題は 、共の建築構造物が壊工した時から直ちに遁不泌

がわかり、一般批判の針象にたり易い震に、設計も現場工事も専ら力を之等に向ける事に

なり 、か L る構造物が1i!長身長する如 き外 力一一主として地震力又は瓜力一ーが作用する如 き

事 I' I 百年K 一度あるかないかの問題であって 、 人 間 性の常としてどうしても二の次にな

れなほざりにされ勝ちな の と、建築構造物の強度計算法及び、各種の安全度の問題がdうると

FU >  

4l!.';OO<)‘ 。

現。トＺ行はれてゐる構造叫 度計 算は 、 弾性 ｪ ｊ ｾ 裂を基とし ｈｯｯｫ の定 律 の通 用範囲外に出な

い{ 院定の下に成立してゐるのでるる。然し質際の建物を形成する構造材の力準的性質はか

L る簡草なもので無く 、現在最も多い鎖筋コンクリート構造を考へでも 、その破壊時に於

いては塑性の性質を有するものである。若 し塑性 j J 壊の研究が進み 、その賞用的計算法が

考案される友らば、現在 の弾性力墜に基く計算法は笛然打来てられる蓮命にある。又現羽:

1 5
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の計- 算法は構造物を平而的l宅島理し殆んど立惜的の島理を施して居ら十 、又外 j ) としての

地震力も静力事的K 取扱って居るに過ぎない。即ち現不正吾々の行ってゐる計3手法は杓段の

進歩 を 漣げたと はいへ 、 構造物の宜際からは梢［宝いものと思はれて居る。之が火全 ｉ ｬ｜ｉ ｊｾｌ 誤

差を有するか否かはわから友いが、何れに しても本岱のもの とはいへない。

ラたに構造物j の所謂安全度の高い事も 問題fL 1i る。柵橋諒氏の言はる L 如 く、構法物の破

桜 を 地能力 ｬ 亡求 め構造物の耐 ｊｾ ｪ え Ｒ 全本を考へる時は 、 構造物の安全度は材料の火全率の示

す数値 よ り非常に大 とな る場合を生- r る 。例 へば、地f:Aの例 ではないが岡式解法により判ζ

通行はれてゐる計算K 依れば、ス ν ート rf 鎖骨小屋組張問10 i メー トJ レ」の部材計算を行

ひ、合等: は格黙丈でほ屋を受けて居るとすると各部材 lcJ: j直臨 j ) のみを受ける事になる。此

場合破壊が風座によるもの とすると 、阿部材 の固定荷重による最大直肱力と Hl 座による同

種直膝力と の胞 は合掌1. 1注梁0.7束 0.5位 となり柵橋氏の式を適用し鋼材の安全本を3とすれ

ば此の小屋組の破壊匝 ｬｾｦ 亡劃する安全卒は合掌 Ｕ ＮＰＱ 控梁 Ｔ ＮＴ 束 Ｔ Ｎ Ｐ と なるわけである。 而し て

材料の安全卒は普通約 3であるが、鋼材 K 於いては規格 IL1交る最低強度は、 3，900kg I c m

2

で・

あり普通
4，000kg I c m

2

以上の破壊強度を有するから 、 許容強度 1，200kg/cm

2

1L到し破壊

強度で安全率を とれば3以上に たれ又現場コンクリ ート 試験憾の強度試験の結果は大阪

にては許察強度 45kg/ cm
2 ｉ ｌｾｈ し平均破壊強度 Ｑ ＶＶＸｫｧｬ｣ｭｊｱ 質際辿物 の コンク リート強

度の値を示すも のでは友いが〉で あるから 、 之も 3以上の材料安全率を有する事になるわ

けである。

ヨ たに外力として建 築構造物にか ｌ るものを考へて見る 。 之 ｋ はｊＡ ｩ Ｇｴ ｵｭｪ Ｉ 、 地 ｩ 主力 、 積 Ｑ Ｑ［｜Ｈｾ 占

重等がある。風鹿の問題は去る昭和九年秋の閥西風水害以来、風洞宜験共仙の研究が特lこ

盛であるが、従来の計ー算lモ考へられてゐたのとは大分走った結果も 川てゐる様である 。地

震力に就いては前l乞も述べた如 く、術研究途上のものであり 、彼自Jの難問題が残ってゐる。

地震の心配の無い外園で は、床梁の部材 寸法が決定すればその接合部の リベット主主等が表

になってゐて直ぐわかる様に たってゐるのを見て 、地震の無い図の構造の察易さをつくづ

く感やる衣第であるが、我が閣の現在の建築構造物の 普通の震度 0.1 は賞際より蝕程小 さ

い値なので 、若し震度を過去の地位の最大値にとったら 、殆んど構造物は現柏ーのズ} 法では

建ちi尋ないのではたいかとさえ考へられる。夏l乞積松荷重の問題 であるが、我閣に於いて

は建築物法により 、住家、事務室病院の類 、感校、集合場劇場海府の類 、商品陳列室陳列

館の類の各用迭によりその最小限を規定しであり 、之匂ーの値は最小限のも のでるって質況

が夏に 小 主主る値をとる場合にも魁減m*ない性質のものである。

( 1) 昭 和 11年建築駒大合論文集第 1務理森喜耐震安全制 llJ: 題参照

( 2)  大 阪 府公 報 第 ｉ ， ＰＶＳ ｽｪｽｴ 、 第 Ｑ ， Ｑ ＹＹ 放 現 場 コ ユＯｬ［リ ー ト試 駿年 報 ｬ こ 依れ Ｑ ＱＮＧ昭和 Ｙ 年度卒均 Ｑ Ｕ Ｗ ＮＲ ｫｧＯ｣ ｬＱＱ ｾ

昭 和 10年度 176.31沼/cm
2

である。

くの 建築雑誌昭和叩 月波 誹 議 建 物 動 砲 の 側 lこ就て参照
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然し賞際建 物の ￭ｩ Ｇ Ｈ ｱ 支持 重訓査を行った結果をみる と、 東京に於ける調査のが，Ｚ［ＡＮｬｾも，ＱＩ［ ， ｉｩ ｾ＠ ij :; 

米大阪に於いて行った泌 ｪ 査 の 車 ｉＧ ， ＺＡＭｉｾ をみるも 、 法規の最小ｼ恨の値よりはるかに少友い現状で

ある 。

三 欠 ｋ 大阪 ｾ ｌ ｊＮｩ ぞける調査の紡 Ｍ ｾｾ を が す。

寅最測小軍大値' R 

賓 測 2平{〉直
通最( k常g小/採m

2

値

〕

用

問 j会 均

( kg/ 口、くk g/ m
2

)

.佐 2主主 143- - 24 102 250 

く王室所〉

"7 ＾ｾ ー ト 105- 44 57 320 

( 隠房〉

下 宿 屋
102- 33 6 1  320 

( 厨房 )

哲子 宿 含
98- 3 1  58  320 

〈厨房〉

1* 官官 75- 32 54 320 

( 厨房〉

病 院 98- 61 67 370 

く忠者控室〉

f具 署長 部 66- 52 53 370  

〈娯楽室〉

間 書 官官 168一一57 110 420 

〈41F庫〕

*  

校 115 - 33 56 420 

〈根本室〉

公 令 事世会
156 - 98  129  5α コ

集 合 〈大集合室〉

直患 会
557- 73 173  370  

( 闘f!F室〕

物 産
官l級官

10 1- 60 79  550 

!i l] く' * 列室〉

執く4よE  
移事器

室所〉

66- 49 55 ‘ 370 

銀 骨子 64S- 32  187  370  

( 金庫室〉

政Ij 場 2 18- 55 10 1  500 

く視軍CJ i市〉

活動潟9 t - u官
2 19 - 67 124 5α コ

( 観客! 市〉

事T 1訟 255- -56 228  品α 3

く観客席〉

商

室底〉

892- 71 254 370 

L笹 業

百 1主 庖
25 1- 89 183 550 

ｃ ｾｈ 易〉

1 7  IX  



料( 替理屋及業飲食室55〕
96- 51  69  370 

カ 7  ニE
ー 114 - 10 1  107  370 

( 修 業 室〕

自 動 車 々 庫 248ー 146 204 5α3 

倉 摩
3955- 471  1883 5α コ

〈餓材〉 く綿布〉

斯く構造物にか L る俄定外力 K は現不正のffr飴裕があり 、叉以上述べた諸種の安全卒が重

なり合って現ギ ｅ 構造物は ｾ Ｚ ｭＧ ｉｾ ［ 安全度が高いと想像され Ｑｾ 十る。

以 上j必べた事が建築物に於ける構造強度ーはそ の平面計垂共の他 と同様に重視 されるべき

性質のものにも拘らや 、その挺活者の構造設計家がその立場を思 くしてゐた七要収|主lであ

らろと忠、ふ。然し現花建物の安全度が高いと 言 ふも之は大目豊平時の事であって・、若し大正

十二年の附来大混程度の地援が- * たH守にも向: 友金かどうか。設計ーに 常って考へた i五度 0. 1

より入 ＺＱｩＮ る震Ｉ Ｉ の 加はる事は明らかで あり 、 夏 ｋ 吾々の否過し ＱｾＩ｜ 友い危険本を正 Ｚｊ めるもの

として現場工事の問題がある。恐ら く理論的に数値計算を相古j最泌 l乙行って造る物として

之程乱恭友治り } f をするものが他にあらうか。吾 々は館筋コンクリート遣の現場へ行って 、

その 配 筋を見 、 コンク リー ト打を見て熱々そう ， ｕ ふ のである。とんな事から 上Ｚｾ の 現作位

の建築階建物のえと全度があってとそ 、 ｾＺ ｉｊ Ｇ ，ｾＺ ［ の建物が榊 ｪ 東大震 の ￟ 寺 ｋ も無事に娘り ＴＡｊ た ので

はないかとも忠、ひ、強度計算はーの 口安である事、構造設計ー家は工感技術者であって工務

者数製者では ￘ｮ ｾ ぃ。理論的 ｩ 乙行はれた計算 のＪ Ｇ ， ｾ｡ｈ｣ 泌 ＮｾＺｲ ｩ な工率的判断を ｊ ｭ へて 、 始め て完

全な構造設計- が出来上るのである。多'J論理。i命的'J民度計算III 目去とえEるべきも のでるり 、がL

準であるから厳w; 1 ' C 行はねばならぬし、叉共唱に構芯設計ーの準砂があり 、貴 l努j ての火: 1: 本

の低ー1" が可能となると忠ふ。そして構池町度計算の準 J炉設展は構造設計ー家の建築設計二k の

現イf の立場を改善するものと信子る。

l X  1 8  



建 築 構

ξ 盛2

3巳 後 展 の 第 Uζ 

菅 陸

もう数年前1' L 1 : 主るが、餓筋コ ンク リート 治乃至鎖骨コンク リート迭の コンクリ ート 建築

がその自己重量の大友ると と、改挫の困難なるとと、施工の無駄の多いと在 当事の諸快勲の

潟時代錯誤の建築法の如 く非難され之に代るべきものは乾式構造であるといった議論が一

時はホm首盛んに行はれた。そして之等の理論I' I 特に若い建築家の居を捉へで首時の建築界

K 清涼剤の如き新鮮な刺戟 を奥へ 、やがて建築界にも産業革命が到来するかの感を起さし

めたととは未だ記憶に新しいととである。そして此の議論は確かに少友くとも一面の其理

を穿ったものである様に忠( まれたのであるが、何故か共後は次第に勢力がなくなり今では

年ろ忘れられたかの様な 版態である。そ して現賞には乾式構造の建築は試験的に建てられ

た様左数個の住宅や工場K 質例 を錯したのみであるに反し、コ ンク リート 遣の建物は盆々

盛んに建築されつl . ｾうる 。

之は最近の我園建築界 l宅起ったほんの一例的危事件であって、我々 の周聞にはとうした

事件はいくらでも起ってゐるのであ るが 、それにしても何故理論的には一腹正しいと 忠 は

れる乾式構造が貫際に行はれないでコ ンクリート造建築がその快黙を非難されつ L も依然

として盛んであるのか。之は六ク敵い問題であるが又同時に興味ある問題でもあり 、我々

建築技術者I' I ー臨考へて見 る必要がb ると思ふ。 私は以下K 於て極めて端緒的ではあるが

との問題の分析 を行ひ建築構造法の護 j昆の濡 fe少しぐ考くて見度い。

技術に| 浪ら十凡てのも のがさうであるが、登展したり表へたりするのは決して偶然的な

ものではゑ< ｾ必十根底に必然的危 Ｑ Ｉ が 動いてゐるととは本易に首肯されるであらう 。そ し

て之の力は人間 の 個人々々 の意志や 勝手に頒 の 中で作り上げた様な理簡とは全然現 ｬｾ 閥係 ｋ

-n'ri も人々がそれを意識するか否かに係らや働 く) J であって 、此の時代の流れ とも 云 ふべき

力に反しては也・人がどんな英雄的危気持乃至高蓮な理想を抱いて行動しようと何事も 失敗

する外は友い。否縦令一時的に成. r ) ) した様1'1:見 えても大きい見地からすれば早晩は失敗を

暴露するだらう 。かと 云って此の) ) はうかjji ljl が定めた様友 そんな宿命的危力では勿論ない。

結局はその枇合の色々な閥係から必然的民生じて- * る凶果| 制係であって 、若 し我々が此の

Ｉ Ｉ を分析し明確に捉へるととが ｴｦｾＪ たなら 、 そしてそのＩ Ｉ の Ｉ ｊ ・向に沿って行動するならば

我々の行筋は必ヂ成功し、且同時にその黙IL 於て枇合を導き押し準め得るであらう と忠は

れる 。

私はとうした硯黙の FI'C 、前の問題に立ち返って1 U J 故コンクリート遣が護展したか、そ

して乾式構造が殻鹿すべき飴地 を多分に有する 如 くに見えつ L 何故現質には護服しないか

に就いて考へて見 ょう 。

1 9
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コンクリ ート 造建築を登展せ しめた必然的な力は産業革命と云ふ経憤開係の大きい蛮展

の ) J であった と忠ふ。即 ち、産業革命K よって生産の組織が大規模となり之i ' CWって凡ゆ

る分業化し?と企業も次第K 有機的に開聯しつ L 集中 し蹴大された結果、之等の察器として

の建築も規模の大なるものが要求されるに至った。他方 ζ の傾向は必然的に都市を輩展せ

しめ都心部の地債の昂騰は更に建築の 高居化 を助長した。又一方生産組織の高度化、資本

の集中の結果、建築の持つ其等資本の保存保管の意義を増大せ しめ、耐火耐震耐久等の性

質が要求されるに至った。そしてこのととは一方都市全惜の火災地震等よりの被害を防止

する意容に於ても盆々強要された。コンクリ ート 造建築はとう した祉舎の大きい力に沿ひ

之等の枇合的要求ｩＧｃｾヂると と によって共自身を褒展せしめたのでるる。

ミ久:fζ 乾式構造が設展しなかった理由に就て考へて見ょう 。先づ、乾式構造の利黙とされる

ものを奉げて見る反らば

( 1 )  工場生産の可能性が増大し且現場施工に無駄が少なく危るとと。従って生産費を

低下し工期を短縮し且一時に 多量の生産を潟 し得るとと 。

( 2 )  改装改築修理が容易なるとと。

空手で・4うると考へる。而してと の中 (1) は乾式構造主J演の主11限占であるが、此の利黙を護婦

する矯 l乙11前提1条件が必要であると とを知らねばならない。即ち訟によりも先づ多数の同

一型の建築の要求之、之l乞{ 臨ヂペき材料規格の統一、設計施工の統ーが無ければ不可能で

あらう 。而も現在か L る前健[ 創牛は先づ1! l Eいと云 はねばならない。規格や施工等の統一は

第二義的要件とするも 、最も根本的左前提たる工場生産を行ふK 足る丈の多数の同一型の

建築の要求は光づ無いと云って差支ないた、らう 。斯かる要求が若し現賞に存在するとすれ

ば、それは住宅の方面だらうと忠はれるが、我圏在来の木造建築はその規格化し? と黙に於

ては乾式構遣の主慢に近く 、現イ主程度の住宅の需要に封しては之を利用した極めて小規模

経営の多数D 建築業者の存花によって充分聞にあってゐるし且その方が下手に高級友材料

を用ひた工場生壁よりも安| 買に出来るだらうととは想像に難くない。殊に我園の如く鋼生

産額の少友い凶 ごは尚更而りと 言 ひi尋るだらう 。結局乾式構 i遣とは護展する諸・産業と自己

の住宅との聞の甚だしく怒涌したi I : R 態を一致せしめんとして描いた一部借家人階級の小j lj

民的幻想 、 に過ぎない。旦 ＱＱ ちそれは Ｑ 互に心の中丈の願望で あ り賞際に家を建てんとする人 ￆｾ ［

しくは之を利用せんとする人の要求ではない。従って乾. r ' ¥; { i ' I i 浩が現質に設展しれl なかった

のは本ろ岱然と 言ひ得るであらう。 ヨたに (2) の利害占は謂はピ ¥!ltl 揺的なものであり 、その小

面にはそれ丈強度上の不確貰さがある諜である。且耐火耐久の黙ではコンクリー ト造建築

K 一少を譲るととは宰へたい事質でるる 。

以との こつの場合をよむ較して見る友らば容易K 次の様友結論が得られると忠ふo.f，!J Jち、壮

合的要求は技術を震波せしめる。そして反割に枇合的要求のない所に技術の護肢はるりｾｾｦＮ

ない。 と言ぴ併るだらう。従って之より明かなる 如く、 11

1

日K 技術のみの視黙から技術が斯

く友るべきだと云ふととは無意味であり 、iIi土舎のi f i J }きがとうであり且現賞にか L る要求が

るるから技術は斯く準まねば主主らない と云ふのでなければならぬと ，14Lふ。之が技術の1必然、
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的た褒展方向であり此の方I旬以外 K I ' I 蛮展しれ} 注いだらろ 。過去の優れた技術家や琵明家

はいづれも共の天才的な院感l乙よって此の方ril J を9.:nった人々では友かっただらうか。技術

は然し 、市1:合の要求K3自従するといふ此の消概的主主ー而と同時K 計千きに 働 きかける積概的

プj 而 を持ってゐる。それは品|併の生産 力一般を費圧をせしめるといふ役初である 。そして生

i$. }) の夜以そのものが泊 1:併の要求である場合は技術のとの 雨間 l土完全に一つのものとなる

却で ある。 且叉多くの場合はさうである様lこ忠はれる 。

それでは特K 現代が建築技術K 劃して求めてゐるものは何であらうか。 コンク リート芯

の護展 ｋ 聞して前ｾした事項は勿論現 代 に於ても 求 められてゐる傑件ではあるだらうが 、

共以外K 私は工賓の低廉と工期の短紛 と云ふととが特Ic 現代K 於て強く要求されてゐる事

項の桜i亡思はれる。何故之が求められるかと云ふ説明は "マ く措 くも 、共れが利潤追求と n'・

ふ目的の嬬に来る必然的な結果であると とは明かであり 、B 此の傾向 は一般の工事に 於 て

最近著しく認められるゃうである。私 l'I 此の要求K I . 弘へ作る j /法 は乾式構造論者逮が懇nR

K も先見し?とあの建築の工場生産化以外K 求 め伴られないと足、ふ。 而もと の建築の工場生

産への移行はl ' F. K 乾式構造のみの問題でも 君主ければ乾式構造のみが之を達成し刊 るものと

も思はない。ｾは全建築構遣の問題であり且凡ての建築構造が一校に此のプ ｩ 向 ｋ 準まねば

ならないものであると思ふ。乾式構造論者は工場生産を 強調する僻り 他の構造を否定せん

とす る排他的友誤謬! と陥った。私は綿ての建築構造が夫々の利黙を持ちつ L 工場生産の) /

ri'l K 輩肢すべきであ れ そしてその護展の過程K 於て:! 同期的友新しい構造法が生れるので

はたEいかと思 ふ。 凡ての構造法は iPi 舎の要求に 峰子べ〈 何より も 「先づ設計の規格化」と

「施工の機械化J のプ' r ril j へ謹むべきであり叉準んで行くだらうと忠ふ。

最後に私は現夜の餓筋コンクリート構造 ｋ 就て上記 の様友方 向 ｋ 改善するｬ， ｾｋ どんなと

とが考へられるか、二、 三の忠、ひついた事項を傘げて見ょう 。

先 づ現イドの 強 度計Ｍｾは官余りに ｼ 高々であり 、反覆的 ではないだらうか 。 もっと整列Ａ統一 ＱＱＧ ，

来ないだらうか。例 へば同一肱 力の材の断面の決定KI捺しでも現Zドは あまりに多種多様な

断| 前や配筋型が可能である。之等を祁fEI するに足る一、二の断而の標準型 lモ一定してはど

うだらうか。又同ァー用途の建物或は同一規模の建物には数種の標準型を設けて一々計33:す

る煩を或程度避け得ないだらうか。之等は軍に計算を簡 略にするのみならや施工を簡 liHc

し規格化への前準を助けるととになるからである。叉現有の如くコンクリート の調合をす

べて現場で行ふのを止めて 、工場lモ於てセメン ト、 砂 、砂利の合理的な混合物( 水セメ ン

ト応、軟度及強度を指示せるもの〉を製し、現場に於ける施工の煩雑と不確賞さ を避ける

棋なと とは望み得ないととだらう か。又 コンク リー トの打込みに振動 コンク リート の b喝法

の如 き改良法は賞施出来ないのだらうか。 偲枠の無駄 を省く考案はないものだらうか。!1r

私は之等の事項が容易に賀行されるものとは思はたにいがーの参考案として晴示的な役: りl

で も来して呉れ る様友と とがあ りとすれば、そして建築構造費展の嬬 l亡九牛のー毛棋の存

不「理由 を持ち科たとすれば木縞の意闘は達せられて徐 りがあ る 。 ( 了 〉
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建 築
v?  

L  虞 告 で: の 接 鰯 面

山口 正 城

現代 都Ili の察貌は桂雑 と混濁を側めてゐる。その桂i雑性や混'iぬ性は 郁子? 文化の偽り

I  なき表現であり 、従 って現代ili l:併の具閥的な姿て・あるといひf! l ょう o しかしか込る

現象の庇接のt'l i成分子はもっ と手近な所にある。と L では品 1:合製的翻勲を採 ると とを避け

て、我 々自身の立場から現賓の姿を直視 しよう 。

者 ｛ＱＱ 打 の燐 貌 は 先 づ建築 、 道 路、水路、 橋梁 、 公 ｲｾ ｬ 、繰 地等によって 構 成されてゐる 。 しか

しとれがそのすべてではない。更に我々は 、様々友交通機閥、千態fii 様の通行人、 多彩な

ｊｬ ｬ ｾｦｬｪ ， 物 句 ーをも数へ泣ければたら友ぃ 。 前者を 都市 の本般を構成する ＱＱ 手的要素とすれば 、 後

者は 「 都 ￯ ｬｩ を生活する 」 動 的形 成 械である ｯ Ｇｴ￭ ｾｩＢｬ ｩ 浴貌の 混 愉性はとれらの 凶 子の多様性と 、

各国子相互間の錯雑せる交渉から生起する K 他ならたい。 との 中、 建築主 !主行とは 都Fbの

積槻的要素であるが、混濁性 をDj} }泌する 11;: ¥1 ' としてもまた主要な役割 を演じてゐる。

者[1di と民告との開係一一それは 郁Ili ｾ建築と の 開係と同様 ｬ 乞古く 、 日ＮＩ｜Ｎきい意義 を
II 

持つてゐた。いふまでもなく 郁i'!i の際史 lr;J: ill 築の歴史より若い。日正常もまた都市ーよ

りは古いのである。民告の.殻生 lま恐らく iIi [令の愛生と同時であると見られる。品1:令生活の

ある月IrVCは必-t- Jj /i 特現象が1*った。市t合的文化財である開始文字又は原始同形が創られた

時 、 既 ｬ 乞それは多分の日友特的意岡を蕗してゐた 。 ｲｊ［ ， ｾＺ川会人煩 ｾ 共に古いのである 」 出作

1r;J:市1:合ヘ準化のる らゆる1i 向vc f!il': じて 、その使命 を果しつ L 刑:合主共に時代のimれを下 った

例 へば、同家の宗1I 建 、制度の確立令の玖治的))・|戸l 、或は者11市の輿降、 交易のイ11' 張 、生産技

術の護法の如 き産紫的) / ，何等夫々 の桁慌に準じて控 迅 l当夜な活動を行った。山手「活動の綜

合的 t;r. 姿が、i祉合生活の中心舞査として形成された都市K 瀬現するのは蛍然である。j以出J』ぷ.白2:作
1与
t  

と郁I市|打T とは郁T市|打Iの殻生以予来l長ミ回く提{ 携j先Eして5来i長Eげ7たこ。{偲院 Iに亡者割都Ili市!打7がH成長告を 求 めたかつ7たζ としても

jU郎JJ広E《叫1t符!守tは必必、1デF

その通 りでありk 、都市が完宗ミ数的或は H前尚E石j業的意義を持つたときは 、JJ i ( 告も夫れを持った。者[1

市が膨 脹 すれば民告も膨 脹 した。しかし 、雨 者の膨 脹 は現代に至ってｴＺ ｬ ￮ 衡を失った。 ｊｬＺＮＨｻＧ ［ ｾ

の呉常なvtd置は現代都市一- -'f!1に商業者Il lI i - を全く 概i乱したかに見える。

都市の 中心的 i街屈街一一例 へば 心掛橋筋の如 きーー を始め 、各 所lモ散布する 小商 厄 街

一一 例 へば天市11橋筋 、i争正橋筋、阿供野橋筋等ーーをi l l J . '庖すれば、誰でも気がつく とと で

あるが、そのi l l 1 りを形成してゐ るのはむ しろ建築では な くして 、商品と出符物 とである。
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建築は旬完工る堺. ( . Nとして 、陥 れ るほ どの内然物の負拾に 11出いでゐる。特に 、:f m劣な建築又

は 老何 せる 建築 の多 い小 ｩ 良川 ｩｾｴｦｩ は全く ｊｦ ，長特的形成物 の 汎慌に よっ て異様な活気 を呈 してゐ

る。 lJi :Ifl 仰が削 い主1'; 築を被護する役を買ってゐ るかに見え るものがあるが、その郎作物が

大棋の場合 、 ｍｉ ｾｘ ￰｛ しい削 を 形成してゐ るのは むしろ悲劇 でるる。 とれに似た駅長 ｉ Ｇￌ令て

大阪瞬前lと見られた。

);.' i  ｾ Ｇ［ Ｎ の多 く は現先 的釘象としてｾＺｦ ｴ ｪ ーする 。しかもとの場合 、硯究 を 把 捉すると在が瓜Ｈら

のお ｉ 一行動 である。 他 のすべての ｊ ぷ Ｈひと同校 ｬ 亡 、 ￬ＭＧｊ｝ＧＺｾ 及牧Ｉ Ｉ の 強 大 なととが郊→ ｜ｈｉ 二な の

である。 先づ IIRを符ひ 、それか ら泣き伏せると いふのがその標語である。

主主築も脱党il'.J 笠J 象として1['.; ;;; な主慌 を持 つてゐる。 合てのア カデ E ツクなill 築家I' I 建築

ｬ 亡 ＩＮ Ｈｊｾ ＡｬＱ目的作品と 会く同椋な覗 Ｎｦｓｉ 引 ＱＱ 航 をＺＡｎへると と を ｌｬ ｦ ［ｮｾ とし てな 匠 ｬ 亡苦 心した。現代 の

述築はキ ＧＱ Ｍ ｛Ｑ｜ と技術 ｬ 亡 ［ｊ ，ｾ く側めて谷間 的な性格 を多分 ｋ 包 含してゐるものの 、 矢張視先的 ￬ Ｑ

象としてのず刊行 を完全に持 つてゐる。 11m、建築ーにた いては視線l i Q仰 が郊 - "U附tl:でないので

ある。

故 ｬ 亡 、 主主与をと ｪ 長Ｈらとは如Ｑｮｊにそ の ｭ 足先的 Ｑｴｾ 値 を ｲＺ Ｚ ， めても 、 その ＱＲ は 兵り 、 一致 黙 を 見 ＱＱ ｜

すととは |本卜Yilt. である。換千守すれば 、硯 先 l亡|制する限 り、建築は ;;仰と協和的で あ り、山fltは

111・i乙刺肢がj である。前者が余l' Ｑ Ｚ 的 で・ある とすれば後者は さき 人的で・ ある。 従 っ て柄者が Ｑ ＡＡ ｾ ，，Ｂ｝

先 ｋｾ ＧＯｉＭ ｪｾ 近す れば 、 ｍｕｬｬ Ｍ の肢 Ｍ ｾｾとな り 、 ｩｬｬ 築 の議［ ｪ［ Ｍ と友 る。

者 ｉｬ､ｩｩ 毘 ｩ ｾｾ の 主要事賀は、とれ を む ｛ｪｙ ｉ ｾ にいへば 、建築を主MJ: とした者Ild，ーへのjJJA( ltの汎 献で

あ り 、 ｍｲ ｾ ｩｬｬ 築と ｊａ 作と の主任者ｬｊ 誌は ｾＧｊ ｉ 圧 ｾ Ｓ ｲＮ ＺＱ 院 に 他な らない。

部 ll i1' I との境地 か ら腕，Y¥し1ｾ＠ ｉｾ られないか 。 又 、 建築と ｪ 火作とは永久 ｾｾ［ｉｉ 谷れないか。

都 ， ｉ ｩ のみが出告の 活動 ￞Ｉｫ ｾ 王で‘は泣い。我々は 現代文化 のあらゆる断 而 ｬ 亡 、 染料のや
III 

うに浸み込んだ ｊｊ ， ｴｰ ｴ の多彩な姿を見るととが ｴ ｵＪ る。 者 ｉ ｈ ｉ ｈ ｾ 沿いて ｊ ｅ 疫化してゐる

ｊｊｴ 停 は 他 の分 野 ｬ モ沿いて如 ｬＧ づで あらう。我々はとの 黙 ｲｾ ｩｴ ｬ ｾ ｊ しなければならない 。

現代人 の事 ￯ｾ ｦｦ， ｉｉｗｾ 精と栴せ られる雑誌 、及 び新 聞 を 探り上げよ う 。 雑誌、 の 中 ｩ 誌も 多量の Ｉぷ Ｚｬｦ

を帰 .1定せるものは焔: 人雑誌でるる o 1911へば F 誌 7 月披は表紙共420頁で 、その中105頁 がl長

ＱＧ ， ｾ ｾ去って， Ｇ￯ められてゐる 。 茸にたいて Ｔ 分 の ｬ の 侵略で ある。 しかし 質 ｋ 沿い ては位略で

はなくして 、 F 誌の殻展である。本来の主役たる記事や小説が「査所や自主} j J. ll のJJ. :(f;-VL 挟

まれて 、う ろうろさまよひっ L 終をつげる」とい ふ恐慌に似た現象は最 '1"現イ1: の事宜では

ないo g，i作と記事、小説、阿版41ちとの連絡、組合せ、会誌への配分等は小説 めて巧妙に行は

れてゐ る。 訳者の大多数I ' I J NWのt;12恭K 煩はされてゐ友い。 他の諸雑誌に ついても 、優 秀

な編 'liii :技術者 を持つも のにはとれ と同様な事宜が見られる 。三久:Irc Xdf 11f 1を見る。

7 月30 I1 の大旬紙朝刊 16頁ー ーヲiF過は 12頁一 ーに、掲載されたJl ，:(告の輩は合計10頁飴で

ある 。 との 中 7 J . " ( までが全頁jJqfIf であるのは幣岐に値する。主Jr 間本来の使 命 を来すべき編

2 3
1X 



iliG:而はk:t l頁の僅かに 36.3% f'[ j品き、ない。而積の上じ卒から見れば、 とれは! 切らかに郎告の勝

利である。しかる に出作は決して記事を膝閉 してゐない。各頁の面白 は記事 とj京干ら二とのまうI

Jt i!li: は調和に よって特殊の生気を司1ドび 、読者へ大きい魅力 を興へてゐ る。 J3押すが新聞にと

って重要な意義を持つのは 、); i(p;-rl ・4訟が主:Jf l封l経営上の大きい財源となる勲のみではない。

新|立! 構成上の重要閃子たる役目 を持つてゐるからでも ある。 溺逸の ロカーノレ・アンツアイ

グ、 J レ紙の 如 きは 既 lと30年前に おいて Im:'; -のために のみ読まれた」 といふととである 。曾

て山 ;lt は新聞雑誌の訳者ーから厄介な附鈍物と比倣 されてゐたが、現代 11 [ 沿いては一種の化

形的存作となった。今円本文記事 を全部読了する i費者は稀であると同様に 、一件の! 知it を

も見ない読者も 訴で ある。

かくの古川、 現代の新聞、雑誌 K 沿いてjJIPt の疋渡化は殆んど見られない。 者Ilili にたけ

る如 き!JtF千繭はとれらの 11士界では 既に I!? 出り になってゐる。

との事賞は我々に一つの光明を｛ＱＱＧ ，Ｚ 示する 。 我々は者 ｉｬ ￯ Ａｊー を ｊｾ ，Ｇ ｩ 1
1

;.‘ 的混濁から救ひ 1-11す手段に

ついて記長{ 担すべきものを持たない。

都市美建設の努 力はあらゆる)/ / 句から行はれよう。しかし 、その最も直接的な努力

I V 

は都市の成告鵡 を併行'i させると在 、従って建築と民告 とのオH更1を調和と置き換へ る

ととである。 とれは初論Ei h! なる者[I i li 夫の 問題 IC 11. まるものではたく 、建築 l当時設に 庁長符向

開 の重要問題である。

郁 ili :XJ 釦!J を主要1目標として考へられ る解決法は 、ザIJ へば次の如 きものであらう。

ｾ ｾ ーに ｪ ｊｕ 与 を 都市 の表 聞か ら 抹 殺して了ふととである 。 換 言 すれば屋外出作を禁 ＱＱ ・ し 、

住築の外而から肢符物を剥奪するととである。 者IlildL: とって も建築にと っても素/Wしい稲

苛ては危いか。最もファ ッシヨ的 な法令の 強 Ｉ￭ＱｊＮＨｦＧ｛よ ｨ ば賀行 不可能 ではたいかも如 ｉ ｾ し ない

しかし 、悲しとれが遂行されたとすれば 、それは現代 !Ii l: 合の自己否定であり 、者Ili lJ の向殺

である。

第二f ' [ : 苦利を目的とする屋外出作の禁 11 であるーーとの場合自己使用の建築物K 掲示す

るものは許される と偲定する。 との j f 法K よって都市の容貌は著 しく 整理され、混濁性 を

よかか らヂ- 脱却するであらう。その代償として都市 が活気 と魅力 の大部分 を失ふと とを見逃

しではなら危い。何んとなれば、Nl! l !甚な出告や: t 11¥劣な) 長 i寺は管利成告の中にも多いが、非

営利j長告の中にも決して少くはない。優秀主主表現を持つ! 長告の作品はむしろ営利j長告に多

いのでるる。!京告技術は今日科撃の抗覗 を受け、理論的にも賓践的にも 整備せる閥系 を持

ち、近代技術の列に堂々と参加してゐ るが、その功績の過半は営利成告或I'I 繭業民停に負

ふものである。

第三K 朕符法規の 強化がある。現行法令の中、と L で問題とた るのは各府牒で行はれる

院特物取締法施行規則である。と れらは主 として肢持物の設置場所、構造、大いさ等K 閥

IX  2 4  



す ろ出1)限及び禁 11 ーを規定してゐ るものであって 、肢 iir の表現内界及び7杉王にについては 、明

らかに剛志l な ものを士号 11・す る以外 l亡時制作j な折示 を9i! へてゐないo 111)へばj火山表現民間! し

て用ひられた文言 は 「美 間保 持 1-.支障 ナシ卜 認ム J レモノ Ji 他人ニ不快ノ念 テ芯起セシ ムJ レ

モノ .  .J! ノこ槻 l!I' Crx '7 ｾｾＺス ｊ レノ Ａ 完 Ｏｊ レモノ ｊ ( 以 上大阪府 ) ￭ ｪｾ ｪ 伏 、色 影 、 意匠 、 表示方 法等見

:芹シキモノ J i 人物共ノ 他 ノ府lit !柑子ハ文 r: 、形 y状等異様ニシテ思感若ニノ吸引用ノ 情 ア惹起セ

シムJ レ院ア J レモノ J ( 以上京 ;j(J {.f ) といふ如 き碍度である。とれらの法 規の成先表現の意

匠 にみえぽす却J 況が成法度以_ I-.1亡折導的て汗f り411 ないのは 、法の一般的性質上常然のと とで

ある。しかしながら 、 都市 ｋ 沿ける ｪ ｊＴ 円 、の Ｚｲ ｾＱ 主 化 を ｉｬ｛ Ｎ ｬ ｬＺＺＮしてゐ る 黙 の栂めて大き いととは

例 論である。 故|亡、現行法規 l亡充分時代 l乙I ! f J した改善をカnへ、その賀行を徹J氏させたなら

ば、都 市は詳しく i市目を一新するであらう。

以 j て{士 、外 部からの制約に よる工作 、即 ち 1/トーからのん法1/ でるる。 とれに封して 、建

築と 山 (IJ とを器対とするカ法は内部からの自費(11:] 活動による工作 、即 ち " 1ごからの;ケ法げ

であるといへょう 。 そしてとれは首然建築家自身に謀せられる問題 である

V  主!l 築 がU・1' ( ｾ Ｇ 十とｴＡ ｪ Ｇ主 ある接 慨 を 保 つ ｊ お ー合 、 とれを成 ｴｉ 十的建築と ｦ 毘り Ｑ＼ＺＺ fii} へょう。

ｪ 好調印 ｬ ， ｩ ［ 建築 は と の 和田 Ｚ， ｾ ｦ Ｇｃ ｊｾｾ すろもののーである。前 ｪｬ ， ｴ［ 建築ｩＧＱ こ 沿い ては各々の場合

It' fj Ｑ ， Ｑｾ の 溺 自の機能を 来すべ き ｴ 条 件 がいくつか皐げられるであらう 。 ｪｊ Ｔ［ｉｴ 的要素 はその 中 の

七要情条件のーである。従来 iffi l; i-; - - l -'i l亡小山 Iffjl，i i -ー の} j .'i -j f( 的要素として屯要た役; わj を占

めてゐるものにシヨ ークイ ンドがある。

日'fj 山街は殆んど シヨ ー クインドの連鎖であるといってよい。最 近の調査によれば、心、調

橋筋及 び ｅ 主情筋を ｦ 可む商ｦ，ￎｾ街ＨＱＱ目度 ＱＱ 汀二丁口 より ［ｙ ｩｦｾ ｶ ｴ ま で〉は ＳＲＰ 戸の建築より成り 、 その

中シヨ ークイ ン トを設 置せぬ J，i; 街li はf主! と32戸て・ある。そして心プ ラ人 :U亡アッピ ーJ レす る

シヨ ー クインドＨ街路 ｬ 亡 ｩｩｬ 而するもの〉の総数は ＵＴＶ 筒 のｾ数 ｬ 亡 上 ってゐる 。 とＱＮｌ ｋ よ っ

てもシヨ ー クインドの尚代 1' 1 : 到する貴要 性が了解/ 1 ¥* ょう 。 しかし、 シヨ ークイ ンドはー

要 素 l乙過ぎないのであって 、山 ;l，的要素となるものはとの他 l亡も多数イ手作する。その 中に

は具ｦｬｻＧＩ Ｚ 的な ＩｉＧＮｾ i  &. 的なも のもあ り、叉抽象的なj届花的なものも あるであら う。それらのすべ

てを綜合して始めて向山建築のI訂作的性格が完備されるのである。

建築がJtt ｾ ｊ 十 媒問Ｚ叉は民符手段と ｴ ｊＮる場合 、 とｾ f' 1: 最も本格的 なEEEf 与的建築が成立する。

と ｌ で ｉ Ｇￌｊｦ， ＧＨｦ［ 二 的使命 を果すととが建築のＲｦ ｾ→段件とな る 、即 ち建築は全く出制 ヒす るので

ある。 民件は一種の可決ひでるる といはれ る。近代のii&. "Ji' K あらゆる 丈化財が武器として参

加 す るの と同様に 、EJi 告・も その目的を達成するためにあらゆるものを利用する。建築がj長

符媒惜化すると とは決して 不思議でな い。正しい意味で尉符化せる建築の宜例 は極め て乏

しい 。 又存イ ｅ するものも 、 その ｊ ｊｬｬＺ 千 ｾＧｆｪｬｊ Ｑ｜ｾ＠ 1i ( I 及び、表現効果 lて疑問のあるものが多 い。 アドピ

ノレ 、紡結合枇サーピス ・スア ー シヨン 、ガ・ソリンスタン ドの如 きはとれに矧するものであ
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1X 



らう o ｾ Ｎ由 、 博開合建築には強烈な民特性を Ｔ Ｑｆ びてゐるものが多い。元Ｊ博百合そのものが

綜合的 }}l{ 令手段であるととが多いから 、 とれは汗; 然である。

以 上の他、 成行的要素と建築との接鰯Ih日係の性質と，; 弘度 l亡準じて多 111支多様なJJ4; l子的建築が

生やるであらう 。

建築家がか¥. z， ｲｦｩｩ 仰ｉＧｾ建築を解決する ｉ ｣ Ａ 際して 、 ｊ 加 ｬ ｦ 的要素 ｬ 亡ｼ摘する Ｗ ｋ な常識的ＱｦｊＷＨ締と

法成の デー タを以て史むと とは許されない。l旬、 くとも jJt( l十の王11日12と技術Ic 附する一通りの

理解を基礎とした周王1I ｦＮｬＺ ｊｉｉｾｴ［［Ｑ 研勺 ｲ Ｎ Ｇｃ が必要である。

建築構成の技術と民自表現の技術とは共K 近代の技術として充分の資格 を持って居

VI  

り、原理的には雨者共殆んど同一である。叉 、雨者のIWl K は技術的頃似雪/ ; が多数に

見/ 1.¥されるo 101へば、見J ! ; 築における平而青| ー委と、山知印刷物における ν イアウ トと、 又建

築に沿ける由 ｉ Ｉ ｲｦｾ の研究と、ポスタに お ける班動綿一一 ￆ 且勲 の 吸折 、 移動 、 そのＩ Ｉ lii J とA 度

笥ｾ ［Ｍー ｬ 亡 Ｑｭ する研究等いづれも同椋の桁制 ｊ 而 Ｑ Ｑ ｦ ｺＺ［ｊ，ｾくが如きである 。

建築は - M位の技術ではなく して、いくつかの?{( 枕技術を統ーした綜合技術である 。従

ってその統一の範問は大きい Ｑ Ｑｪ Ｑ ｾ［｜Ｈ￬ 性を持ってゐる。放にたｾ築と ｪ 長 Ｈ ｬ ｴ とが現代的必然によ っ

て接関し 、 しかもその接間而が盆々が再太しつ ｌ ある時 、 主主築が ｪｊｊｩ 子 ｦ の ＭＧＭｴ ｾｈ｣ｽ お ｩ 了表現 の

一一 技術を＿削立技術として Ｑ 汲牧し 、 Ｈｊ 己 の 技 ￭ｍ 組系 の ｾ ｉｴ f L 統合するととは訟然であり 、日

任務であ る。かくて えｾ築と ｽＱ ，託行と の淵 平日 の ｬ Ｚｊ ｬ 題は 、 建築芯匠＾＾Ｎび百十 ｊ Ａ ｌ ｉ ＭＮ の問題となり 、 主ｾ

築家が 把 持すべき技 ｗ ｩＨ ｬＧｾ ｂｽｉｉ｜ｾ 命的内燥に一つの新しい テ ーマを川 ｼ へると とに なる 。

" ーとからの方法 11 それは〕じ枝朽葉を lFJ除するととである 。 11 1'- からの方法11 それは新鮮

な枝葉をイI j tばし、美しい花を開くととで ある。

都 ￯ ｬ ｩ の熔貌はとのこつのＺＺｊ ｩ ｬ￭ Ｇ ｪ からの民挙な努 力 によって始めて ｪ［ｾｨ ななものと怠る であら

う。( 附利 11年7月〉

I X 2 6  

註 1. 7 エラア 、康管の動的心理事

註2. オプライエ y 、機械の舞踏
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限りある紙面で大阪の長屋建築た論ずる事の無茶なろ( 1 . 筆者の知悉して居るさころであるさ ! ! H、

此のー建築Jすが建築の出願及竣工の持煩た持参してき見場たかげめぐって得1: ゲリ y プλ た、思ひ出す

ま， I二弁告つられ 1: に過ぎない欲、之れか以って大阪の住宅問題与論じて居ろ認でない事た、ぉl Wr り

する。

アルミニウム色の姉を持つ宇而I ' L II晋黒色の鈍色で埋って居る瓦= Lf屋根lモ古代色を残して

府る大阪の屋根のある ｊｾ Ｚ 氏 。 交通機閥の雑 踏 する市内の中心部から 、 狭く ＱＱＱＱ りくねった道

路のある，iH隣接IIIT村。( 之れは明治維新後無統制l亡殻達した大阪話郊外でふる )11Uぎった家

のなかから動) ) のそ ーターが騒然と捻って居る工場街。地問の上では整然と阿i! 司繋理の行

きとピいて日るが現場へ行くと米建築地の多い J1M故ーにまみれた新開地。之れを境界として

J W澗川悶が析も天間の如く大| 坂[1>:3![ 一面IL ｾｪｪｬ Ｑｊ ｦｱ がってゐると云ふのが Ｂ￭｜ Ｚ 手＿ の ｉｉｒｉ 亡ｼ快じた大

|坂のμ 敵同であり且つ断而! 珂でもある。

ｾＧ ｲ ｬＺ 者は今 、 ｩｌｩ￯ ｬ ￯ 街 ＭＭ Ｑ，ＮＱＱ 隣接川 Ｇ Ｑ Ｍ Ｍ ，新開地そして郊外といふ調子で大阪を一瞥 し、現

メト感lて建築されつ L あるととるの長屋建築のクn リンムプスを描き 11¥さんとするのである

が 、視察の浅いととろはグ リンムプスの故を以って究大K 取捨されたい。

現イ1:煤に郊外1 ' L 1七官の建築される現象は 、人口 の都市集中による大阪の膨燥でるると同

時l ' L ili 内が 、人間の居住に耐えざる程度の志保件にあるので、此の都市住居の :U'-; 化より免

れて去作の地を郊外に見，' - 1¥さんとする人工的努 )) の 現lま れ で あ る と 者倣 して居るのであ

る。が然し此単に i主15: せねばならないのは 、訴i li を間続する瓜; ! 討整理をされた宅地は 、依

然とし て訴 di l'L 於け ると 同校な長屋建築が陪続と して建築 されつ L あるので勝て芭市に於

ける ｊ 出い場合をＺｲ ｬｾ び 此鹿 ｬ 乞繰り逗すのではないかと 忠 はせる事である 。 で 、此 の長屋建築

であるが 、 とれらは杭家、小ｾＧＧＱ ｬｦｦｩ 白及ソ ｬ 、 工場の ｊｦ ｪ I ' L 供せられて居るのが一般である。

イセセと 云つでもそれは殆んど長屋造 りで、犯1J 立住宅 として建築されて あるのは極め て稀

である。 ｒＧｦ ｪ 尼 ｊ と ｾＨｴ も特殊のものを除き 、 所淵Ｊ小 の 前｝庖Ａ Ｇￌ 総て長 屋で・ある と 云った 方が近 ，

道である。斯!<n数多くの長屋主! ! ; 築が建設される時に共の7 f - 而計金 、構造 、及 1 プロック内

の ｬ ｾ￨ 世計 垂は認ｾをのま ｌ のものが掠ｽ刊されて居り 、 Ｑ ク建住宅建築の近来著しく進歩した

るに 陀し衛生的K 不完全に成 り勝の長置建築が 、依然として共の普殻をJ l i Gし引ないま L 建

設されてゐるのである。

2 7
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兎角 、住宅問題の云々されて居る今日 、大阪市内に於ける長屋建築は先づ‘ 無軌道を行く

の感があると云つ でも あながち過言ではなからろ 。

建築法規を唯一の定規として 、建築の取締ri ' L 従事して居る筆者は 、現 場K 於て長原建築

に開する 1、2 の=n料を扮ひ集め此l蓮i ' L ' f 長女を中ーしたのである。

2  

大阪の長屋建築はその平面計霊に於て一つの特徴を持つ事を護見する。! ! [J ち長屋の3なさ

まる敷地の大いさは大関70){ x  40) ミ乃至80) ¥x50)( と云ふものが多く 而 して是等の敷地の

上i ' L 5 戸乃至 6 戸を 1 棟とした長屋が建築されて jE るのが3出血の型である。今此の54い間

口を 1 戸の平均 IHJ日に官1) り宛て L 見ると大l WJ : 10) ( 乃至13)ミイ立になる ( Fi g. 1及 Fi g. 2若手照〉、

間口 13尺乃至16. 5尺程度のものは概ね向屈又! 土工場に使用されて居るものが多い。( Fig. 4、

F ig. 5、及 F ig. 6 参照) Fi g. 7 に示す ものは ，ffj 屈と工場の柄プ'，i 'C使用 されて肘る賞例に

して、 F ig. 5 乃至 Fi g. 7 Iて見られる 如 く後部に納屋と栴する li fft 家が附属して居るものが

ある。

今此l J l g i ' L 保持した Fi g. 1 及 F ig. 2  I' I 住宅担で F ig. 3 乃宅 Fi g. 5 はi向屈型そして

ｆｩｧＮＶ 及 ｆｩｧＮＷ はユ場型として分知ｉｦ ｜ Ｊるもので 、 ｬ ｰＮ 而計書 ー ｬ 二より考察するも 、 只 ｉｲ ｬＧｩｾ ，亡

間口 奥行の大小がある のみで 、他K さして箆・化のたEい事が認められる。

建物の方向及び家相 、法規K よる本地制限等より 、使所、52所及玄関の左右鐙更などに

多少の盟: 化 を認むれども然し間仕切及外京 は全く差遣が無いと云った;方がl E しく 、 日つ本

土也 lti 建物の前面. ! 1) ( ; I' I 後部 l亡取るか或は前後雨而に振分けて取って居る後部K 取る場合、高

塀を悶践し て仙栽としてゐる。使所は此の狭い{，I，殺に突出し悪臭と共に一景色を添へてゐ

る。 中 には イ Ｇｾ所を一寸凝って作り ｩｩ ， ｈｴ 家の感を持たしたのもある。大阪の長屋建築が殆んど

此の型で治られる以上此の型が使用上最 も好都合で あ り大阪式生活IC 泊してゐると 云ふ事

が ｈｾＳＱ ミゃう。斯如き一般型を完工さしめた原 ｬ ｊＮＮ［ ｪ が建築 費及敵地使用 主 宰 の経抑 的利用と 云ふと

とをあま りに 重大現した結巣、 かうなぎの臨床 。の拡・な型を採用せねばな らぬ械になった

のか 、或は不都合と云ふ事は解ってゐるが習!ft 上国製にとらはれた 、結 果、建築 t の傑件

ｉ Ｇ￩Ｇ ｊ 民間 心にかふ る型式となったのか 、 此の黙に ｉｾ 目する善惑に就ては様々 ｋ 考察され桟と思

ふが 、之は醤31ミのIl 岡管にとらはれ過ぎて1 - 1 '，来たのではないかと筆者は考へるのである。大

阪の長屋建築を論ヂ・る K 話り何を標準とすべきだらうかは甚だ六ナ! 取 しい事であると雌も

筆者は下の如 く考へてゐる。

5  

諸外間の手: : 絡に表われた寝具及び文献の良い所のみを見て 、己れのみを徒らに卑下する

のは良くない。我同には我閣として 、大阪には大阪として 、最適の建築がある筈であらう

I X 2 8  



Fi g. l  

1  1省主主住家基本史

帥

州

・序

附

居室

居堅

Ｚｾ＠ ，1副

Fi g .2 

2 階建位米基本型

話量

Fi g. 4 

2 階建商広基本型

広 舗

Fi g. 3  

l 階建商腐基本型

h l  

Fi g. 5 

灘五乙納屋ら持つ 21智雄商広基本型

.29
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Fi g. 6  

住風住家主p持つ工場基本型

左思ふ。

Fi g. 7  

工場及商広雨用基本製

地 方に見られる長屋建築と 応較して大阪の長屋住築は共の1 ' { 1と於ては甚だ良い と謂はれ

てゐるが。 ( 構 jS及ZJ 三而計Z1Eは別として〉 、又1戸市りの l t F ¥が長屋住築として I' I 相宮大怒

るものがあるが 、その 中には小中前j 出及住 宅等が包 まれてゐる故 共の平均値 をと取って判定

せねばな ら友 いのは 勿1;命で・あるが大阪に於て郊外の長屋住宅の なかには 家賃40凶程度の も

のがざらにあるのだか ら，惰く の である。

衛生的」え 菌墜 ｾ ｉ Ｇ ｾ Ｉｦ ￬ 市 よ り見て 飴 ｬ 乞室 内 の設 備 が ｩ たってゐるのはかへって 良くないと され

てゐるが、我凶イ l: 家に 於て之匂'; I'I 現イ1: の所問題叫する必張 はなかろう。 11佐治度 の雨j v、大|坂

K 於て白然損試 II! !tW¥l 題は 1J i - 住者の健康と辿物l制。防 11ーとぷふ事l亡JI'I・接i; 民主し、近々 10
i

r

ぐらいで土蛍根太の ｉｩ 返ってしまふ 如 き家に住ふ人とそ家と ｾｬＺｦ 乙 ＱＱ みって行く肢に 札 ｌ わ れる 。

室内の採光換気は先づ 定地 の大小が影響するかf大 であ り、之等の事でさ へ考泌 されないえ

ｬ 坂 の長昆 川 ｩ 垣 Ｑ Ｇￌ ＪＺｩｩＮｾ の ｴ 条件 ｬ 亡 世かれてゐ る と 云ふ事が ｬ ｌ｜ ､ 毛 ゃう ｯ X. - )J ・借家人の住 ひ)J 如

何に依ては多少之れ等のun題は解決すると雌も 、現 代の人・|以に取ってはそれらは ) LLI二のー

毛に 過 ぎな いと Jぷふ。

建築材料の準; ) 1せる今 日と雌も現イI:q-J二はれてゐる土壁塗 IJ * . 1 { { } 凶分』副長ポ-;) 1こ43: の 建 築

材料が IJ 本建築としては池岱のものだらう と忠、ふ。

「建 1-{1.建築」の如 きは 、いは Y 白粉 を塗って買 手 を待 つ 斑j町VC )なける女・の引になもの で、外

見ばかり の出質建築に依って簡躍に利仰 を叫んとする一つの企.34でもあらう。年利A住! りが

l X 3 0  



1.5"' 2.0 内j の非艇で家主が貸家を建築して居る と云ふのが現イ1: 大|坂長屋建築の現況である

前面11[ ＮＺＨｅ る僅か Ｔｭ の ｩｬｩ ｝ｉＧｻｦが小供の遊び場になり物干場ーにな り 且 ａ つ近 Ｉｾｪ 心主主かみさん遠

の井戸端合議所にもなってゐると云ふ諜である。 他の地方l乙見られる校友 小住宅或は 中流

住宅f'C J唱するものは殆んど全部が長屋とし て取倣はh て居るのであるから 、ん阪の住家は

大半長屋と云ふても: i I ¥宣言では ないので ある。1戸建のものに 兆 して探; ¥:: ill!l! ll の|本間i な長屋建

築は保健衛生的方而を特に考応して主主築すべきであるは論やるまでもない事であるが 、大

阪で長屋建築! . ! . X ; は長屋t l:ひと一口氏云ふけれども必やしも 卑 |、ーした言葉で、はないと云ふ事

を認識せねばならないが 、只此品で 問題にたるのは隣家の l段音が手に 取る椋に |社l へたりぷ

は似所長所の忠良が品を突くが如 き、不快何まり泣き長長ill 築の構造成はその1: 1"而計書と

r ふものに到して一考を要すると云ふのが中: 者の主張であり且つ之等の類例が大11&IO i  f砂

〈友いと 忠 ふのである。三五日 ζ 現イ巨の法規上てイ土 地 域の 指 定なきため ｾ ｝ Ｑ Ｑ 部方 聞 に於ては ｉｬ む

を Ｑ ｾＱ｜ Ｍ ｲＭ主主 地ｦＱｩ ｉ ｊ ｉ￭ ｒ を ｩ 誌も級友る二Ｇ ，ｦ ｍ と し てゐるが 、 此の二市 Ｇｊ の街 地 を徐 すのさへ ↑昔 んで居る

拡ーに一様に敷地全慌に建物を建築したがってゐると云ふのが人J 阪のJ伏態である 。如何に地

慣 が高慣とは云へ 、如 ｊ 恥 Ｑ Ｍ 金の 如 きは生々此の長屋建築を Ｎｉｾｕ 伏 態 Ｑ｛Ｎ j阜ひ詰める事になって

ゐるのではたEいかと 忠、ふ。山々 とした M内平貯に J ド健康的な長屋也漢が非常な勢で郊外 l亡

liJj って建築されつ L あるのは肱て恐るべきスラムを構成する ととろの第一歩にして全く主主:

心 ｴ て耐えた ｅ い事 をＩｊｪ ｪ 感す る 却 である。 ｾ ｲｩＺＱ 守はＺＴ走初此の事が ｴ ｾＩ 々不容でなら友かったのであ

る。然し之は大阪を理解する事l ζ1A' って i' 闘う欠l乙氷解する事であらうと 思って居たのである

が質y状はその反111亡、今 の内どうにかしなければ、郁子li の保健衛生の立場より rll 々しい事

に なりはしないかと云ふ不公に満たされて来たのである 。

現イ正の ｍＡｦ 阪はたちまち長 屋 ｻ討になり詩的なＱｪＡｊｾ の 鳴き設も数年たら十して子供 の 泣 き雄

氏、nl を: 奈〈牛馬の姿もトラック I亡鎧って行く事は容 J)JIて想像されるのである。此の勢は

JJ 本中小'1鴎 1[. も児られぬi !EU止で大阪の長記往築IL 特定すべきものでるらうと 忠ふ。地主家

1:の利iJ1J と術家人の純情が相候って長長が辿設されたとせば別IC川抵はなからうと，14Lふが

生産者11大阪の新 しい住宅として見る時 、ーでどーを要すべきも の と，Uふ。特1[. 1 . 1 : 宅建築の場合

1[. は辿築費の公い事一天恨りで ili るべきものでなく 、災害防止、保健衛生& . 出火の)} 而 を

も供へねばならない事は論やる迄もない事である 、長屋地築1[./映って厄fl F. ¥Hl ! ; 築家を必要と

しないのは 、現イt : の地主 、建築 :1 : : : と大工だけで長屋が建築されてゐると云ふ特別な事怖が

あるからである。

雨後に 瓦の巣く 光り 、縦杓子の雨に 打たれた姿は士山) J ・色 もあり又その美を 忠はせる もの

が ￰ Ａｬｾいとは云は主主いが 、 員 ｘ ｉ ｉ 亡臨［壊を被った瓦や ＱＱ 安初 日 ｋ 自 動 Ｇ Ｑ 互の 飛 沫を塗った姿は又 何

んとも云へぬ恐い感がする。] [ ，皆、鼠色漆喰塗t J : 上縦杓子-と云へば大関大阪の長屋建築の

外法をた Ｑ Ｕ Ｑ 官 、する事が ＱＮＱ｜ ＭＪる 。 Ｇ Ｍ Ｏ ｬｦ｛Ｎ は多少 、 経 化 したのも最近は 兄 られるが ｾ ｾ ｾＺ Ｎ ｉ 亡者物の模様が

挫った と云ふ桂皮に過き、ないのである 。 大阪に|以らヂ lニl 本 人 は家の外Ｚ誌には全く ｊ Ａｬ ｾ ｬｨ 制 心と

3 1  I X 



云へるが特に長屋K 手IJ つては腐る迄共の佳で置き修繕する事を知らないと云ふのがそ の賞

朕である。茶室等は腐ってZ推味を増すと云ふ事もあるが之れを長屋vc l M用するのは飴り徹

底した心掛でるらうと思ふ。大阪に於ては防塵的外装とか云ふものが出来たら 11汀は美しく

なるだらうと思ふ。街を美しくして慰広ー的気分を附す事は伎宅街のみたら宇都市全開とし

て必至急傑件である。大阪 人は日 11m休 日は一家そろって郊外に遊びl乞行く人が多い 、そして

州外の遊散地は人で埋められる 、之は非常に良い習f 1 t と云へるが 、郊外に集つまった多く

の人々は 、建込んだ長屋住ひの人 々でるる事が連想されるのである。即ち之等の人々は住

家陀親しみを持てないから 、せめて休日ぐらい家から出て郊外の新鮮たる空気を H乎吸せん

とするので るる。之は住宅が慰安拘 lモ快けてゐると云ふ事を立設するもので あらう と忠

ふD 然し郊外陀遁びに行ける人! 土光や良い方でやむを得- r 蒸暑い11普い家K とちともらざる

を得ない人も津山ある事を想像せねばなら主主い。故に昔日市の住家が慰安的である事は絶封

K 必要なととであらう。又手近に得られる i青i字放市内公園緑地帯の出現は市民の渇望する

月'rであるが今の所先づ主主とあきらめるより仕方のない状態に あら う。格子型枠j 恒の既に完

了されてゐる今日共のープロックに長屋建築η 配置される 朕態を見るに 、敷地のよか主主い前

記の如き平面j十査を持つ住友が全く無方針K 建築されてゐる揮で、ある。多くの場合背中合

せに隙li司なく無理にも大l辰吉等司でも詰る気で‘ 押込んで居ると云ふのが、現ゐ: の朕態でる

る。住宅向の高堂を持たぬ大阪に於ては特にZ P : i目的宅地百十主主の研究を必要とすべきであ

る。格子型衛; 亘は草調に務入り易い恐れがあるとされてゐるのに 、軍調 tJ. 家屋をプ ロック

一杯詰込んでは全く良い住宅地の出現は不可能で・あらう 。 敷地がＺｾいかとか地 Ｑ 貨が高いか

らのと云ってゐるだけでは直子l t 111藍埋された新市尚も 'f p-' にi l l : 路 It J 員の協大と 、長いj直線路が

出来て交通機揃ゎj主力を士曾し街J各D 危 峰、家屋の躍動塵芥の飛放等j直接間接に色々 と聖! t 聞

を悲起さすととでしかないととに なると忠、ふ。又此の新 ilJ 尚之大正12年の如き天災が起っ

たとせば過 ｊ 去の点点 、 横［賓が全 ー 成したと のと同じ道ｾ行くのである まいかと 、 恐しい忠 ｈｾ

も浮んで* るのである。長屋違菜、長屋I主:j7) l p.面 j 十主及建防の配置を云々する時最も効果

を示すのは健闘の問遁である 。 樹木 η￘Ａｬｾ い街 を大ｼ仮 と云ふ人も あるが 樹木を槌へる場所 を

取らぬ人々が大| 荻人であると云ふ方が湿活かも 9ill rもない。他 国からaとたも のは 光づ樹木の

よか友いのを 不満に忠ふが、庁 さほど見たければ州外 lζ ハイキンク' せよ H と云ふのが浪速ツ

チの心理であらうと忠ふ。

イ手先の夜: l 'P寺r"t とも例へたい大阪の長屋建築が良 〈育ち旨い貨の結ぶ掃には現イ，: のと と

る居住者の謹へと 4らある建築家の腕が砂調を合せて建築+ : の反省を促がす唯一道であろう

大量に建築される長屋を取り締る現行法規が非常にさ L やか友力しかたい事を痛感す

る。現在出来る長屋建築を惑いと云ふ怒ら監篠宮m俗にも共の責任の一部はある事になる。

大阪に於ては良く研・究された‘長屋建築の取J締規JlI J を持ち郊外の無統制友都市化 を防ぎ同時

rc 鼠i主の志賀長屋の改善に資する遁を講ぜねば友らぬ事を希望して此のグリムプ九を終る

事にする。

I X 3 2  



東 面 外 観

“ 京 大 富 里 郡 附 属 審 院 内 科 病 室 " 設 計 ・ 京 大 轡 繕 諜 ・ 鐙 ヱ ・ 清 水 組 1  IY  
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I X 2  “ 京 大 醤 摩 郡 阿 属 醤 院 内 科 病 室 " 設 計 ・ 京 大 替 繕 諜 ・ 8復工・清水組



第 三 病 棟 北 面 外 観

11 

一 階 平 面 圃

‘ 京 大 笹 畢 部 附 属 醤 院 内 科 病 室 " 設 計 ・ 京 大 萎 緒 諜 ・ 施 工 ・ 清 水 組 3
1 X  



第二病棟南東面外観

第 二 病 棟 二 階 病 室

一 階 平 面 圃

I X 4  “ 京 大 塵 堕 郎 附 属 審 院 内 科 病 室 " 設 計 ・ 京 大 轡 絡 課 ・ 縫 工 ・ 清 水 組



5  

建 物 被 要

建築面私一

高

四

11潜 1，477.23卒方米

2 1f首 1，590.63卒ブj 米

3 1潜 1，477.23平方米

4 1潜 1，426.83卒方米

屋|管 8 1. 90卒方米

さ

王E

延面絞 6，053.82卒方米( 18

20坪〉

他に各波廊下 、日

光 沿室 、地 階 、地

下道等

約 1，800平方米

軒 高 17.50米

塔屋高24.0米

機 能及 び機 迭 に基 (J ろ近

階 平 面 園

基 礎

主健機透

外 部 仕 上

内 部仕 上

及 設 jl 雨

第 ー 病 棟 ー 階 E質問

世 自由tE式

地盤面下 4目25米掘下げ砂

芹1] 7. 昆り粘土暦上 lこ鍛 筋 淡

凝土 街 立基 礎 Ｑ￨Ｑｬｩ ｾ 置、側 ｬ

廻り及闘IJlil の下のみ繋没

lこて連 続 す 。

主骨量床版及主要壁骨量 tt銭

筋 i昆凝 土榔主査に して 、一

昔日間仕切りは木造 さてま

庇 鼻 等 一 部 毛 ザ イ ツグ

9 イノレ3長りの他tt全部色

毛 J レタノレ叩 き仕上さす 。

一般 に 天 Ｑ Ｑ Ｚ 及 ｾ ｾ 壁 上部 Ｈ ｴ

7 ' ラ ナ タ ー水 性 ベ Y キ主き

さす 。

“ 京 大 聖 畢 部 附 属 審 院 内 科 病 室 " 設 計 ・ 京 大 轡 絡 線 ・ 結 工 ・ 清 水 組
5  1X  



外 観

I X 6  “ 神 戸 阪 神 ビ ル" 監督・阪神電主義建築係・殴肘・縮工・大林組



正 面 玄 関

一 階 ホ ー J L.

“ 神 戸 阪 神 ビ Ja. " 監 督 ・ 阪 神 電 鍛 建 築 係 ・ 額 計 ・ 飽 ヱ ・ 大 林 組 7  I X 



ー 般 食 堂

公 演 場

I X  8  “自申 戸 阪 神 じ ル" 監督・阪神電鍍建築係・設計・飽ヱ・大体組



令 1'1Ｈ，句建 ｾＱＺ ろ 工 場建築 ｬ こ於 ｵ 、ては往々 ｬ こして

Fassade が感先的な らざろしのさなろ。破天)i 'c: lこ

合目的で、しか し内庁1¥務生""J な美 しし 、形，I，?1e L つ

工場建築が吾々の前 lこ提出され1:。

このかみの猫乙 A E Gの建築家 Pet er sehl ・cns

さ彼の共同製作: / ) - A lexandel '  1" 0 1' 1' が対ー λ タリ

ー政府 の委頼ゃうけて D onau 河川の J i nz Iこ於ν

て彼一流の工場建築た計L!l: L 1: のて・わっ 1: 。

端正な形態ミ表面色。そして 7料品色のザツシユ

が臣室出す味、車10m; に法意深〈用 u' 1: 彫刻の抜方の

甘味さ、正に B ehrens のしのであらう 。

これは奮い工場ら吹築 しれ L ので敷地 (1 Donau 

河 lこ面 し場所さして t:t 1ljl 々良い。現在寅施されれ

横 型

外 観

( オースタリー〉リンツのオースタリー国立煙草工場 建築家 Peter B山 ens及 Al exander Popp.  9  I  X  



Lの l:t ( 模型に示す 〕手 前の六階建の紙を煙草工場

D J nau  河畔の煙草工易及敷地中央の汽継室 .機械

室である 。あごはす べ て計道 中の L の。 o五官官二

棟残存)

最も優秀な のは何 さいってし道路 に沿ふて長さ

230m，ゆるやかな勢曲ら示 してゐる 六階建の銭骨

コ ｾＡｉ リ ート 迭のお ｴ 理主煙 草工場 であって、作 業 能

ｾｬ ミ真 に、慢 草自身の ｦ 撃 さ味の ＱＺ め ｬ こ外部さｩＡｬｬ［ＡＡｬｦｲ

( 5cmの コル! l 1el :tつ1: Ｓ Ｘ ｣ ｭ の外壁 〉 し 、 ｃ ｡ ｮ Ｎ ｩ ｾ ，Ｎ

Eys t em Iこ依って必要なる空気保件 1:e満足さ" t ! : て

ゐろ。

向 Donau 河田中の煙草工場は この設備はな ν が

主要出入口やもち、会骨豊の徳成之共 lこその細部彫

刻 ｬ ［ｴ彼の意志ら示してゐ なし、 ｪ ｾ Ｇ らうか。何れにし

ろ、5濁乙たきつ 1: 8 eh.. ens 最近の 工場建築( ; t 我

等 に懐かし いものであらう。

( Mo de me  8 allf o，' men， J lI li ， 1936 より 〉

l X 1 0  ( オータリー) リンヴのオースタリー園立煙草工場建築家 Peter B市 ens. 及 Al exander Popp.  



"  

2 国 平 面 圏

。 • 

⑧ 

.- ｾ＠
F e e T  10 o  ｾｏ＠ 4 0  ＶＰ｟ ｾＰＰ ｟ ε￩ ￩ＭＱ＠

日 一一 一 一 一

( イギリス) Gat wi ck の航室港

外 観

断 面 図

乗客 l:t 汽 車の解から 約 120m の地

下 道 lこよって直接徒Wi f 紛らする事

が出来、 6 個 の 放射形通路の端 が飛

行機の音量者所さ なってゐ るから、乗

客 l:t 一度も屋外1: 出ろ必要がない。

飛行機 l:t反時計方向に廻りながら同

時 に 6 肇寄港する事が出来 5 倒の引

出 し王むの廊下 l: t 得港 lこ際し て引出さ

れ る。叉 6 個の務者所の中 3 個 l:t来

機用、他の 3 個 l: t 降機用であろ。

ｬ 階 ｬ Ｚｴ税関Ｎ移民事務所 ｾｾｪ 也の事務
室及び応飾 、2 階 lこl: t レスト ラ人

3  II皆lこl工務: 整室が あ る。

機 迭は 直径24m の内凶の部分が餓

2百コ y ' Jj リー ト造、その外Jl ll 36m の

直径の部分が鍛骨煉瓦造、外部l:t目

立ち 0 すν 。ぅ i当ペンキ仕上さ して

ある。

( Archi t echl l oal  R evie¥¥"， J ul i ， 

1936 より 〉

建築家 Ho訂 ， Mar l ow 友 Lovett. 1  1  I X 



断 面 聞

1 階 平 面 圃

記 聞 玄 関

ロッキ ーの山j係地方 lこt: t 美術的施設はあまりな ν ‘ ので 、最近峻

工 L 1: Colo.. ado Sp. . i ngs の美術のセンターはこの ! M' 目岱重要な

:念日去ら持つ L のであろ。否 、'1ft に!日j 品!l)j・に於r てのみならず 、ア

メリ力会tmより見ろし最も完備し 1: 美術施設の l っさ言ふ こさが

出来。ぅ。

大惚美術的施 設にt:t 2種類わり 、l つは劇場、美 術 館、歌 劇 場

等古川1の旗揚に設げられ、恨令草IJ 汗l - r r られるこさ t: t 少くさしその

都市の誇の l っさして数へ られる 屯ニェ メ y タノレ なもので、今!

っ t:t 製作者さ閥[ 系1 eiX，ちっ、、資際の製作研究 lこ役立1: しめる桜

美術工主主等 f，t>! xi 集し 1: る L のであろが 、この Colol' ado S p，. i ngs 

の しのはその後者 lこ脳するしのである。

建物 t: t 餓筋 コング リート 造 、外 壁t: t 打主主しのコンクリ ートその

1長で、加工ごし てt:t rlJ れ1: 部 分1: げ磨サ務し 1: に過ぎない L ので

あるが、 コンク リートの温い肌色t:t炭ν 壁面 lこ柔ν 調子た奥へて

舟る 。

正面入口の無装飾 な柱列 t:t入 口上昔日の目長かな 7 レスコや光深の

あろ建具さよき釣R買えp 示しそれ以上 の袋飾t:t;r、 l必要である。

正面入口のよfH) にt:t炭ν 音集室た殻げて建物の中心音1I ル高く

し、後方舞釜上昔 ＱＱ の高培さ ￭ｬ 塘の雨ｾ［ＺＺの釣合た考慮して腐る。

CAt'cl; it ectu，. al  FOI ' um， Jul i ， 1936 より 〉

I X 1 2  ( 7 メリカ ) Gol orads Spri ngs の美術也ンター 建 築 家 J oho Gaw Mee皿



.... 

.>i'_ 全

面背

d

J

4

断

。カセ')レ タ市の戦死者の 1: めに三位献てまられ、共 の美

術 主: 匠昔日分1:e L携7Bし1: ，ろ 建 築家マンリ メフエリ ーチ

に依って設計包 られ1: 。

此の 記念建築物 t:t グイ トリオ ウェヰ ー卜康場の ffi 中

ウムイノレト 1世通 りの路側ょにありて段々や冶ーす る l

つの石1立の上 l二建つ。

総 造t:tト ラニ 石!l 占り、全高約 19m にして、4. 5m x 10m 

の寸法のアー チt: t アラパスタ ーか入れ1: プロン 7: 枠 に

て ｩ 羽ち Ｎ られて共ｾから簡明が ｩ 丞過 、分散す る。

頂上の無蓋の= ツチエの中心 lこ彫刻家シ ドー=作の

自由主犠牲の群像わり 。 H

( A ，"chi tet t ura  Itali ana. Gi u.  1936 より 〉

平 面 圏

円

出

， 

、

.  

B  

国

園

自

ト

留

面

1 3  I X Manli o  F  elici. 建築家
Caserta の記念、アーチ( イタリー〉



正 国 園

オレゴ0 / j 'i'l 焼、舎の設計懸賞競技の蛍選

園案た掲げる。蛍選の外lこ下認の人# の

設計になる佳作が傘げられて居ろ。

Wes l ey  S he nゐ'ood Bessell 

Wal t er  T.  K a，' cher and Li vi ngst on 

Smi t h 

Wi l l i am Peyt on Da y  

J ohn A.  Thomps on and ｇ･ｲ｡ｬ､ｾａＮ＠

Hol mes  de Young and Mosco¥¥j t z， 

Kar l  W .  Rosenber g， associated.  

くAr chit ectural F or um， J ul i  ，1936 より〉

断 面 園

4  

1 階 平 面 園

I X 1 4  ( 7 メリカ 〉オレ冨ン州臨舎懸賞競技嘗選圏実建築家 Trowbri dge，Li vi 叩 tOD及 Franci s Keal l y. 合作



1 階 卒 面 園

Nlal 'ie  L oui se S chmi dt 媛| こ依って提案d

られ1: ロスアンセいんスの住宅庭園博授合出品

'1' の l 住宅である。

設計: j <j -{: t R icha川 J_ Neut l ' a 氏 、 同 氏 の

事務所では最近 3年聞に工費5.∞0弗以下の伎

宅島約20戸建て 1: そうであるが 、何れし惑跡、

餓骨の骨4立た用 ぴ、E買い 怒 ら有する Neutl 'a

一流の升ープンなプ ランの L ので 、 こ与|こ Jめ

ざる住宅 し刻、その l 例 であろ。

設計案{ : t 昨年のセ‘ 4、ラノレエレクトリッタ イ、

住宅! 懸賞授技 lこ於げる彼の 2等首選案ら多 少

縮 少 し1: L ので内外壁共ペェヤ板張さし 1: 鮎

|こ特徴がある。

プランでは待 lこ居間ル底くしその1 $1こ室内

の各部に裕のある感じが奥へられて舟ろ。照

明 {: t 天井 lこ飲込まれ1: 間接照明ら使用。

( A 川， it ectul 叫 F OI ' um，J ul i ， 193(; より 〉

居 間 内 部

( 7 メリカ 〉 ベ= ヤ板の佳宅

外 観

2 陪 卒 商 圏

建築家 Ri chard J .  Neutra.  1  5  I X 



外 観 の 1 外 観 の 2

些の毛 ー ピJ レハウス t: t 重量1 . 6 噸; J ; イ ーノレ ペーλ i 56程 x212 糎全幅 243 糎線高 355纏室内内法 11潜19'<纏 21替182

糠の形状のしのである。

このト レーラーt:t 41悶の単猫車輸のドリ ーのよに披付げられてゐるが 、こ のドリ ーt: t 容易に分解されて 、鋼製佳

の上 lこ据替へられて任意の場所 lこ永住 L出来ろ。ポーチ t:t床版にて構へられ、潟m. 1二みゑろ 日夜 l: t 一季節中任意の

側面 ｬ こ 取りつけ 、 運搬 ｾｉｊ t: t 勿論仕舞込まれる。

革委 l: t 鋼さ竪木で組立てられ 、25:mJ ' 字の断熱暦た持つ床板の雨端にカンチレバ ー式 l二壁健が支持されてゐる。屋

根 t:t 金属及部板製の曲木のリ プが一方 の恋愛から反主j ..J) R主筆へア ーゲ型 lこ張れてゐる。 二階床 l: t リプで支持されて

ゐる。

外 壁t: t 設計者白身の生産 に よろ待極加工の" ' ; : : : . ア板で 、伸縮性に宮み、架構材の役目 L 果してゐる。それルガラ

ス繊 維の テ ツグスタイルで被覆する。猶外壁イ ユア板使月 ｪ の個所 ｬ Ｚｴ 二重の空間ら 形 成して 、 外部 ｬ 腎 ｬ Ｚｴ凝固 ｪｾ ， 気排 出

の1: めの封流 l二、 内郎府t: t 断熱材の 充漢にあてられてゐる。 fごから この内袋( 工ペ= ア板の特種織布補恨の純製品が

貼イ寸られてゐろ。

一|密 主要干ヤヒ、よ( 242糎 x 529糎〕 ・ギャラリ ーく120極 x 240纏可・浴 室 ・化粧室・洗濯室 ( 75鹿 x242複〕 ・迭付ソ 7 ア・

折投み棚 ・ 喫煙及椛誌関ｾＧｚｊｦｬスタンド・隅棚 ・ 机・ スポン ゲ ゴム製 の ｆ ツシヨンイ Ｇ ｬ Ｉｾ イ プ 安楽椅 子・ 衣装棚 ・ カッ

プポ ー ド・7人用の折枝ミ食卓及曲木! 有子 ・冷凍機 ・流し ・3 口の ガス料理器 ・井一プ y ・温水タ Y グ ( 厨房スト ー

プの(i ，t熱利用 1・便所( 水洗式 ・洗面器 ・電気洗濯器くも変リ器 ・流シ付一〉・シャワ ー付 長サ150:I2li の合金製の浴槽

二階 変衣室 L身長高ノ天井高 、・二室の寝室・抑入・更交室 ・105.極 巾の議 室 ・燃料油精 ・幼児用寝室・引出 シ付箱 ・洗面

所 ・歴搾空気構 ・空気或ひt: t 湯水オJ ンプ

二階の低γ 天井高t: t ー| 潜の食卓の上昔r; 1ごり二階床た低めて 、更衣室の天井 1:e高めてゐる。浴室t: t 化粧室さ tUIJ 室

であって、ガラリトか ら扉で仕 切られ、浴惜 の温水t:t 洗濯機械に辿結されてゐる。

換気 t: t 引逢ひの慾 Z 上昇 し1:加熱空気の 1: めの天窓によって針流排気すろ。特種設備さして水 z歴搾空気の混合

健の配管がある。 これ( 工食器洗機 i二、浴 み lこ使用する。便所の 7 ラシユバノレプ lこiili 結するごはん少量の水で足り

る。

猶 11 車車輪上の生活か芝云ふ設計計a 名の主書- き物 にこ の卜レ一ラ - の絞済的官飢11値直えルk 百詳d下下f' 記してゐろ。

( T he  A ， . 代唱' chit ectu山 r叫 Rec∞O印r叫'd，J ul i ， 1936 1936)  

縦 断 面 園

1 階 平 面 園

LL 横 断 面 圃

2 階 平 面 図

I X 1 6  ( アメリカ ) 2 陪附のトレーラー モビーJレハウス叡計家 ( Cor w泊 Wi l son. )



- 研 究 及 調 査 報

米 岡 に 於 け る

1 緒
日

.a:. .  
c  

州、! 言

尾

主主

恒圭

崎

に 就 て

結 治

米国に於てち[S市> > . 之を中心とする地域l亡附する計- 聾は 19 -IIHc ，の末頃より貫現してゐる

が、院議の地1d-1・議ザ1) へばナ1'11際計書、( l nt erstate P lanning，) 州計塾、( State Pl anni ng，)  

収際計輩、(I ntercounty Pl anni ng，) 蝦計輩 ( C ount y P lanning) が特K 問題と危り 、共

質践が論議せられる棋になったのは傾く最近の事でるる。近凶では更に現イEの問土資源委

口合 ( Nati onal R es(¥ur ces C om mitt ee)  Ｈ後ｾ Ｉの機能を 蹴大して英の図土計金 を確立 、

遂行せんとする機運が起り、近く岡土計主主昂 ( Nat i onal Pl anning Board) 法案が議合l亡

提出せられる朕勢v < こ花る。

荒し現今の如く通信、交通が殻Ｚ￬ＮＺ主し 、 法近の絞桝 ｉｾ 制卒、緊狩 ， ｱ ， ｃ して 、 Ｍｦｴ， ｊ 昔 ｂ の不均衡がｪ￬｟｜Ｈ

l乙他 l亡影響を及ぼす時代l亡平Eては 、柏、協大友地域I ' C s : . って綜合的計垂を樹立し主主ければ、

各種資源 を最古n亡利用し前人 をしてその所K 支ぜしむる といふ見地よりすれば不守山主を売

れない誇である 、 米図では最近の不況に直面し、 ｱｖ 長の綜合計量不存在の弊がｦｊ ｩ￭ｴｾ せら

れ 、斯くして府議の地方計一重症捗の ;j 去を準める事I ' C t;r ったのである 。此事情は 1935年 6 月

Ar kansas ナ1')計重品顧問 M ill s 氏が Ar kansas 新!日l聯l f / _ I ' C 寄せた舎の一節に表lまれてゐ

る、日く U 現花人民の大部分が経憤的困難陀 j直面してゐるのは主として全人民に最も利症

に各種資源を活用せざるととに囚る 、 即 Ｑ Ｑ 存来を務想し之 ｋｾ 車臨する綜合的計垂を考慮せざ

りしととに国る のでるる。 斯くして不幸な駐合的 、経憤的朕態を現出し 、公指針佐世し 、

人氏は挫笛お: 天然資源、生産力共他人的物的施設を擁しながら無盆な苦しみを味はってゐ

るのである。云々 。

ｒｯ ｯｳ･ｶ ･ｬｴ 大統領は此形勢に鑑み全固に亘って民義 の 地方計垂易 ｫ ｋ ナ ｼ ‘ ｼ 計霊を促準するＱＮＮＧｾ

め、1933年執行命令を以て図土計金局 ( Nat ional Pl anning B oard) を創設したのであっ

た。此国土計垂Iちは 、勢: で図土資源局 ( N ati onal R esources Board) と改稿され、夏tて現

花では 、国土資源委員合 ( Nat i onal R esources  Commi t tee)  c ! : 呼ばれるととになってゐ

る。

図土資源委員合は 9人の委員より成り 、内 3人 は一般市民より大統領之を潜任し 、余 Ir.l:

合衆国内務 、|控11' 、農務 、商務、労働各省長官及合衆図欽掛執行官 ( Federal R eli ef Ad-

3 3
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mi ni strator ) が各委員 とたる。

此図土資源委員舎は閤土計査に附する賀来|を大統領に提供 し且共諮問に臨へ 、叉合衆園、

州、版 、市 、村共他公私の計重機附或は事貫調査機闘と 協 力し且各ナ1'1計 量ffii l1: 顧 問を法る

峨務権| 授を有す る。 斯 くて続々ナl'li¥十主主防が設けられ、1935年 12月現在では L ouisiana 及

D elaware  Ｒ 州 を除く各 ナ ＱＧＱ ＱＱＺ之を見るに至った。 而 して 州 法に 依り 恒久 的 州 機 閥と Ｑ ｾ りし

もの3211: 達する。

2  911ll計壷局 ( State Pl anni ng  Board) の旭織、職務権限其他

ナ1' 1計主主局の組織及職務機限は各州共大同小異であるが、似宜上例 を Arkansas ナ|‘|のそれ

に採て 述べて見ょう。

組 織

ａｲｫ｡ｮｳ｡ｳ ナ ｼ ・ ｼ 計豊町 ￪ｲｦｬｪ Ｑｈ Ｈ ＱＹ ＳＵ 年 Ｒ 月 制 定ＩＱＱＺ依れば 、 ナ ｉ Ｇ ｉ ｾ 十金肋は衣の ＱＵ 人 の委員よ り 成

る。

1. 州知事 、局長と友る。

2， :: 穴のナ1'1機闘の代表者各 1人

州道路委員合、ナ|・|地質局、 ナ1'1陸1惜委員合、 ナ1' 1森林委日合、 ナ1'1公凶委員合、 ナ1'1教育

局、ナ1'1衛生局

3， A rkansas 大製品製部代表者 1人

上 述 2.3 の代表者1r ; J : 前議長官が州知事の同意針弘て之を選ぶ。

4. 被任命委員 6 人、 ナ1'1機附にあらざる者の中より 州知事之を任命す。

4 の委員の任期は 、最初のそ れに限り学教は 2 年、 仙の字数は 4 年、第 2 回以後の

任期は凡て 4 年である。

ナ1'1計垂局を組織する委員の数はナ1' 11 1 : よって多少異る 、例へば Okl ahoma 州ては 7 人、

l daho 州では 5 人 、W ashi ngton 州では 9 人である。

Arkansas 州では 州知事が委員とえEるが 、州知事が委員となら友い州 もある 、似l へ ば

l daho 州 Connecticut 州。

Ar kansas 州ではナ1'1機闘の代表者及大撃の代表者が委員と成るが 、然らざる 州 もあ り、又

同じく 州 機閥から代表者をｴＭｉｾしでも 、 ナ Ｑ Ｇ Ｑ 機闘の名栴は必しも同一でたい 。 例へば ｏｫｬ｡ｨﾭ

oma 州では保存委員合、ナ|‘|公事j巧より代表を逢ってゐる。

任期も各ナ1'1必しも同一でたEい、例へば Was hi ngton 州では 9 人 の州知事任命の委員が

あって 、第 1 回の任期は 3人が 2 年 、3 人が 4 年、残り 3 人が 6 年 、第 2 回以後の任期は

凡て 6 年である。

職 務 擢 限

各州大積同じ 、Ar kansasナ1'1計査局官制 に 依れば ，Ｑ ＧＱＧ Ｑ ｾ 十 査対の 職 務 権 限は次の 如くで あ る 。

I X 3 4  



1. 自ら執務細 則 を定めると とが出来る。

2. 凪理せし事項を記録するととを要する。

3. 必要なる職員を任命するととを得る 。

4. 州知事はナ1'1計垂昂の喪求あるときは 州機闘をしてリ・1'1計垂占有の嬬す調査を援助せしむ

るととを i!} る。

ＵＮ ナ Ｑ Ｇ Ｑ 計垂を一般に理解せしむる痛め通話な手段を講十るととをｾ ｾ Ｎ ト る。

6. ナ1・lの各種資源 を調査するととを要する。

7. Jfi成員 は峨務執行に首り他人の土地に立入り必要友調査を錦し且標識を設置するとと

をiHる。

8. ナ1' 1機闘は ナl'lil 十重灯J の要 求dうる ときは相訪期間内に之K 必要なる賀来|を供す ると とを

要する。

ＹＮ 資源調 査のが ｩａｾ ｩＧｌ基きナ Ｑ Ｇ Ｑ の 綜合的、経情的 、 故果的ｲｊ ｎ 張計置を作成且探惇すると と

を要する 、 之を 探 揮した後 Ｑ ｲｊＮ 、 ナ Ｑ Ｇ Ｑ 機 ｉｾ 日は ナ Ｑ Ｇ Ｑ 計重加の ｾｕ 見苦Ｚを受領したる後でなけれ

ば首該ナ ｉＧ ｉ ｾ ＭｊＭ 霊 ｬ 亡闘 する事項に付改良 を おし若 Ｑ ｲｊＮ 之 を許 可し又は財産を取得し若 Ｑ ｲｊＮ之

を討二百J す るととを似たい 、但 州・|計査 Ji 古が原案 を受領 した日から30 1- 1以内 l亡意見苦: を

Ｇｾ Ｚ ｾ ｩ 談機 闘に提出し ない ときは此限ではない。

州 計霊局の意見書Ｚを受領せる歯該機闘が之と異った島理を ｴ ｾ す場合には ｾｾｊ ＮｩｬｬＮ ｉ ｉ｝ をナ ｼ・ Ｑ

il -[，霊}j J j i ' L 通知し且之を公告するととを要する。

10. 知事 、立法部共他 のナ1'1機聞にナ|・lil 十重K 闘 し種々 の報告又は提案を溺すととを仰る。

11 . 他州首肪又は他ナ1'1内の牒、市、村宙局と 協力して共開張計霊の統ーを!司ると之を i! }

る。

12. 州内の地 方、，際、il 1 " 計査委員舎 と協力して相互の開設計輩の連絡を期 すると とを聾

する、 州計霊局は此等の委員舎の要求ある ときは所要の資料を提供するととを要す

る。

13. 各個 のナ|十富ね より公共改良計 霊 ( Publ i c i mprovement  proj ect) を;長HUせしめ 、共

他 の資 ｾＧＢと照合研究して綜合的公共改良計 ー聾を 作成し之を州知 事及 川 立法部 ｬ 叶 ｽｬＯｬ Ｇ，

するととを聖する、ナ1'1首局はナ1・IH霊灯J の 要求i ' L jfJ し其公共故良計霊の提出を lbむと

とを得ない。

各ナ1・|計 霊JifJ は設立後日向浅いが、既に詳細な事質調査を錦し続々と共報特ヨーを作成し岱

該機闘に之を提出してゐる。 斯くして従来 の綜合計萱貧困の 弊に今夏乍ら蹄くと，［ＡｾｩＧｌ盆々

共有要性が認められるに至上初め試案的に之を設置した ナ1'1 も続々 州法に依り共恒久化 を

企てる κ 至った。共綜合的州計霊 を確立して本制度の所期の目的を達するのも主主い終aとで

はあるまい。

吠に 1935年 1月 紐育州自十壷局がナ1'1知 事l乞提出 した報告書ーに鎌り 、同局の途行せる調査事
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項及提案項目を列悲して見る。

1. 主要調査事項

人口駅態、 土地用途 、森林、土地荒底、教育 、土地公有 、水の調整( 水掠、人工湖、水力 、

上下水、*i流汚染防止、水流調節等〉、鉱物、活路、交通、 運輸 、土木事業、J g梨、( 締地 、

狩獄、釣 、夏期野外施設等〉住宅、幌地域制、牒計・輩、風致、農業 、農村電化、地方市場

2. 主要提案項目

農業不適地を買上げ森林保存、慰梨、水源調整の目的に供するとと、森林計霊の遂行、

ａ､ ｩ ｲｯｮ､｡｣ｫ 及 ｃ｡ｴｳｫｩｬｬ 公国 地州 有 、 高地に於ける人工湖 、 土地 ｾ Ｇｉ ‘ 府 、水流汚染防止 、 牒

計藍機能協大、美i班、ナ1' 1計査局機構の経常化。以上

T 形 断 面 の 二 次 モ ー メ ン ト 乍 求 め る 国 表

中 津 淘

鍛筋コンクリ ート 治ラーメンの梁の剛率を像め俄定するにはT 形梁の二次モーメン トを

知る必要がある。

此の計算は理論は簡EEであるが非常に 面倒であって察易K 求められる表が有れば使利で

ある 。鍛筋の存不E を無視したものでは高等建築製 No. 9vc 出て居る岡表が有り一般に利用

されてはゐるが此の表は外因の書物から轄載されたものであって我図の如き特種主主環境に

t-- B  

G  

ι 三叫

I X 3 6  

ある梁を設計するには賞用K 友ら 友い場合

が多い。筆者は此の国表を協張し?と物を作

って私月jVC供してゐたが同志中に希望者が

意外に多いので貴重なる紙面を拝借して掲

載する事にした 。

回表を作製する K はさたの等式に依った。

t/D = n  b/B = m 

とすれば梁の断|面積は

F = B Dn + ( D- Dn) Bm 

= B D) m+ n- mn) '" ・H ・. ...・ M ・- …( 1)

T 形梁の1 " 端に閥する断面の一次 モーメン

トは



B Dn( 0 - 1/z0 n) + ( D - O n) Bm
1  
/Z( O  - 0 11)  

=1 /z B 0
2

{ 1I ( 2 - n)  +  m( l - lI ) 勺・・・ー- …  ・.•. . …  ...... ... .. ... .・H ・.....(2)

(1) ( 2) 式を利用すれば重心軸の位置は梁下端より illl J り

ｇ ］ｾ Ｈ Ｒ＠ - n)  +  m(  1- nア D  …  ........… ・…  ....• ・・…・ ..... ...・ H ・-….. … ".... ・H ・{ 3)

- 2( m+ n - mn)  

T ) 膨梁の下端に闘する断面の二失モ ーメ ン トは

J 1 = BO<0 - 1/zDnア+1  /1z B0 8n3+ ( 0  - O n) B m
1  
/4( 0 ーOnア

+ 1 hzBm( 0 ー On)3= 1/12BOS{ 4m( 1- n)3 + 4n( 3  - 3 n +  n
2

) ) - … (4)  

重心軸K 闘するこそ欠モーメントは

J  =  J1 - F G
2

=1 /l zB03{ 4m( 1 - nア+ 411(3 - 3 n+ n
Z

) }  

f  n( 2 - n) +m( l - nアザ
- B 0

3
( m+ 1I - mn) {  一一一 ｾ }  ....… -… ・・・・・ h ・a・... .{ 5)

¥ 2( 171 +  lI - mn)  J  

( 5) 式を岡表を作るに使利左様に設理すれば

J =1/ 1ZB 03μ
= J 。μ

此凪に

3 ， 3mn(l - m) (1 - I l ) !  

μ= m+ (1 - m) ポ +

+  lI ( l - m)  

μ は m と n のみの Funct i on であるから n を縦羽1Ji'L μ を横柄1Ji'L 取って岡表にすれ

ば次の図表を得。

μ の値は 10吋のスラ イドノレー J レに依ったのであるが賞用上はと の程度で差しっかへはな

ν、。

範悶は 1/ 0=0. 6 b/ B =0. 6 としたが 、一般に取り 故 ふ建物では 此の範悶で測れぬ棋な

梁は先十無い管である 。

質際に常って御試則すれば筆者の光栄 とす る次第である。( 終〉
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[ 舎 報 I

都 市 計 査 委 員 曾:: c第7回〉

時

所

出席者

7月 16日午後6時50分 - 9時

建築材料陳列場

委員長 烏

幹 事 加

委 員 亀

フロ

井

裕

崎

弁

吉

一
一

脇

村

士
口

知

井

岡

協議事項

1. 都市問題令議総合提出問題につき村井委員よ

り詳細報告わり比原案た取纏め常務合 l二報告

するこさ に決 定

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第4 回〉

時

所

出席者

7月16 日午後7時 - 9時 10分

協令倶楽部室

委員長 波 江

幹 事 黒 田

委 員 谷、 中

山 問 、 篠

矢 問、 内

北

λ

原

藤

協議事項

1. 警泉井戸の調査 lこ闘しては資料蒐集に取り鄭

ろ二さ

1. 大 阪城濠のｾ鎚については委員 長 に於て調 査

報告舎作成するこさ

1. 大阪市地盤沈下| こ隠しては大阪市役所土木課

|こ照合するこさ

1. 型枠調査の整理

住 宅 委 員 曾 ( 第9回〉

時 7月17 日午後6時め分- 9時30分

所 協合倶楽部室

出 席 者 委 員長 石 川

幹 事 矢 田

委 員 荒 木 、 賃 貸 院

玉 置、 中 野

協議事項

1. 住宅内部の簡易設備の調査及貸家住宅の千百

型式の統計的分 類 に関す るイキ

1. 住宅設本編纂 に関す る件

1. 各委員分婚の研究短目 lこ関する件

材 料 委 員 合 ( 第 11図〕

時 7月22 日午後7時 - 9時

所 協千平f具築昔r; 室

出席者 委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬、 道 同

協議事項

1. セメ ν ト防水剤試験に関する 具惚案にイす協議

し; 次回常務舎に提案のこさに決定す

災 書 調 査 委 員 曾 〈第5回】

時 7月23日午後7時 - 9時

所 協 合f具梁昔日室

出 席 者 幹 事 黒 岡

委 員 篠 原、 玉 置

矢 田

協議事項

1. 閥凶風水答調査書各編原稿につき整理す

設 備 委 員 曾 ( 第 1回〉

時 7月24日午後6時30分 - 8時30分

所 協合倶楽部室

出 席 者 委 員長 小 笠 原

幹 事 増 弁 、 村 関

委 員 西 村

協議事項

1. 昇降機取締方針 lこ闘 し調査研究の件

常 務 曾 ( 第 13回〕

時 7月27日午後6時一B時ぬ分

所 協 令f具集部室

出席才; 理 事 安井副令長

常 務 北 垣主記 、阪口 主記 、中西 主 ｾ ･

加問主 計、作問主計、清 水 主 計

島田編斡、本多編輯、郷口 編 輯

議 事

1  材料委員合提出に係ろ「セメ ν ト」防水資11試 験

l二関す る具骨量案の件

2  設楽副合長音字表提出 l二関するイキ

3. 関西技術関位協議合 iこ掬するイキ

4  木材市場品規格案 lこ付賀施促進委員合設置 lこ

関する件

s. 激化委員合より要求 lこ係 ろ建築熔接講座資施

3 9
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委員合特設の件
災 害 調 牽 委 員 曾 〈第6回〉

6  佐宅委員合より要求に係る調査研究費支出の 時 8月6 日午後6時30分- 9時

件 所 協合f具築部室

7. 陳列場幹事上京放費支出l二闘する 件
出席 者 幹 事 黒 岡、 玉 使

8.  日本電話建物株式令枇 より依頼 に係る建築議
委 員 篠 原、 山 口

座講師滋溢方のf牛
矢 国

9. 合員詮衡 協議事項

報 告 1  関西風水害求提出原稿につ き督促す るこさ

1. 7 月例合終了報 告 住 宅 委 員 曾 ( 第 11回〉

2. 9 月例合 さして松殿山延見象に関する イキ

3  第 5 回全国都市問題合議総合に提出研究問題

に闘し都市計童委員* " より回答の件

4. 掬西風水害 l二関す る調査舎1 ' 11行 lこf寸災害調査

委員合より回答のイキ

住 宅 委 員 曾 〈第 10回〉

時 7月28 日午後7時- 10時 10分

所 協 合f具集部室

出 席 者 委 員長 石 ) 11 

幹 事 矢 同

委 員 荒 木 、 賃 貸 院

中 野

協議事項

1. 前回の協議事項につきヲ l綴告審議す

1. 伎辰法の制定 lこ闘する建議案 につき協議す

常 務 曾 ( 第 14回〉

時 8月3 日午後5時20分 - 7時

所 建築材料陳列場

出 席 者 理 事 片岡令長

常 務 北垣主記、阪口主記、中湾主記

内藤主記、加問主計、作問主計

清水主計、本多編輯

議 事

1. 木材市場品規格案 l二付' l ir 施促進委員令設置に

闘すろ件

2.  映菌作成寄 附金 lこ関するイキ

時 8月7 日午後7時- 9時

所 協 合T具集部室

出 席 者 ; 幹 事 矢 回

委 員 貴 賓 院、 新 名

協議事項

1. 住居読本編纂 につき茶目次た協議し燃潟の上

各委員に聖堂途次固まで に研究する 二さ

災 害 調 査 委 員 曾 く第7回〉

時 8月 13日午後7時- 9時

所 協合{具集部室

出 席 者 幹 事 玉 置

委 員 m. 井 、 篠 lJi(、

協議事項

時

Jifi 

1. 関西風水筈調査舎完成 lこっ告取鐙めのよ合長

lこ報告する こさに決定

都 市 計 塞 委 員 曾 ( 第B回〉

8月 14 日午後2時- 5時

協 合{具衆音fi 室

出席者 委 員 長 a鳥 弁

幹 事 カ日 藤

委 員 亀 井 、 村 チ十

J U 
=E t  3 、 =ct  s  

同

協議事項

1. 都i' li I! IJ 題 合議線、合提出案「第 l議題者s市の公金

企業J Iこ関する 成案 lこっき審議修正の上報告

するこさに決定

1. 右線、令 lこ協合代表出席者さして下記 3氏た選

3. 第 5 回全園都市問題令議総合に代表出席者並 j  出す

に都市計議委員合委員 3 名出席方要求 l二闘す a 村 弁 進 氏

るイキ 亀 井 幸 次 郎 兵

4. 常設各委員合開合の際合員のみの傍聴! こ闘す 元 吉 勇 太 郎 氏

るf牛 :  常 務 曾( 第 15回〉

5. 職員退職願出 lこ関す る件 ;  時 8月 18日午後5時40分ー7時

6  合員言圭衡 : 所 建築材料陳列場

1X  4 0  



出席者 理 事 片岡令長 桶問主主枝君 京都市左京区吉問中 阿主主町7( 大阪

常 務 北垣主記 、中海主記 、内藤主記 市臨時校園建設所〉

加問 主計、作問主 計、島問編綿 深問 主義君 前l' 戸市灘区青谷町4丁目 56 0 ノ2:1

本多編輯 ( 紳戸市役所笹業課〉

議 事

1  関西風水害調宣 ｻ ｾ［Ｚ Iこ闘する件

2. 朝日ピノレ貸室料値上げ lこ闘する件

3. 木材市場品規格案建議及其促進に闘するイキ

4. 第 5 回全国都市問題合議総合 lこ本合提出案の

件

5. 共同火災保険株式合紅竣成に付臨時見書匹開催

のイキ

6. 現行法令斡ｾｾ購入に闘するイキ

7. 編 輯f系鹿採用 に闘する件

8. 9 月現E令誌に令告のイキ

9  令員百全衡

報 告

1  第 5 回全国都市 ffJJ l t I T合議総合lこ代表出席者の

イキ

2  建築 lこ闘する定主主熔接講座賀行依蝿のイキ

間
一
帯

・
・一

主

n
-一

者

動
一

一

曾

口
貝

一一

入

舎
一

舎 員

弁 よ 一 夫 君 堺市南族館町西2 ノ18( 池岡谷建築

事務所〉

伊 藤 幸 一 君 府下八尾町山本〈合資令『止策進枇

大阪経栄所〉

倉 持 省三君 北庖堂島務逝* 洋紡績修繕課内

〈東洋紡絞株式合枇〉

高 松 利 雄 君 普通賛助長より 1! !'，l秘

西 村 忠 二 君 京区北久賀寺町5 ノ亘I ( 大阪市臨時

校園建設所〉

平 田 正 男 京 北|孟堂島涜逝東洋紡絞修繕課内

く東洋紡絞株式千rffi止〉

黒!jff 芳夫君 普通賛助員より鯨柊

木 嶋 健 一 君 北Ａ ｾ 宗是 ｉｉｬｦｬ 日本危 カ株式令 ｩ￭ ｴｬＺ内

( 日本君主力株式令制:)

前 阪 勝三君 )1[1;;;;; 北久大郎11汀3 ノ20( 土木建築貫

言商業〉

山[!;t IE美京 普通賛助長より綿将 〈京都競馬f具

楽部〉

山内 武 材 開 兵庫 ｙ 引退 ｬｬｧｾ 話口慶 長 国 Ｈ 株式合

批 ｾ ｛ｾｴ 商合 〉

特 別 賛 助 員

庭野悪津f台君 滋l亙尻無川北遜5 ノ147昭和コ y ヂ

ツト株式合枇内 〈昭和コンヂツ ト

株式合枇〉

西l甚商長期南通 l ノ4 (.岩野商広大

i仮出張所〉

普通賛助員より鴇格

西宮市森具字屋敷555( 穫原製作所

大阪出張所〕

大 塚 栄 治 君

児 玉 良三君

ノj 、問喜i*治京

普 温 質 助 員

辻 準君

2盟 国 正 雄 君

早川 文夫君

冷水 義I主主ヰ

国 中 皮三君

平野八十次震

関口 童英太郎君

府下南河内郡西浦村字尺度 ( 大阪

府後続課〉

府下中河内部高安村山畑く大阪市

臨時校園建設所〉

* 京市小石川底小日向台町3 ノ7 1

〈内務省都市計査課〉

市11戸市北長狭遜8 ノ182今西方 〈岩

尾工務盾〉

西成| 孟新開通 l ノ21 ( 大阪府修繕

謀〉

)，j . [京市芝 1;1芝公園第 14放地2( 三弁

合名 千rii 'u:臨時建築事務所〉

京都市左京l亙北 白川追分 町 L京都

帝大災疹昔I1林準君主室〉

退 曾 者

舎 員

工nl 栄治郎君

山口久五郎倉

地 方 舎 員

西脇秀太郎震 山中 正知震

特 別 賛 助 員

西 村 組 治 君

普 逼 賛 助 員

i鹿 取 忠 次 君

矢野正三郎君

中 谷 基 一 君 yz村 英 男 君

工 様 潔 君 鈴 木 隆 君

韓 居 韓 勤

4 1  IX  



曾 員 科 野 正 一 君 京都府新舞" 町北吸7ω

榊 弘 美 君 兵庫県長伊丹町悠絶町525 谷内 弘次君 和歌山市北坂ノ上町3

浅 野 3若君 市t戸 市須磨匝潮見華町4の57 普 遁 賛 助 員

懐尾 幹雄君 耳u定川 l亙元今里PIT北通26高橋義藤 寺井 J$i 義君 紳戸市山本通2丁目 15ノ2中村方

カ ( 兵 庫 販 制 糊〉

山林] 庄治君 悶悶工務 庖 保 問 稔男主主 演松市中山町2松菱百貨庖事務所

?毎妻 郁夫君 京都市左 京区吉問 中大路町34 梅本源重郎. j ¥ 旭 区天王岡町222

卒;11二 英 一 君 旭区新森小路北2 ノ68 河 昔日 1気君 満洲闘涜江省珠河! 孫一面竣工務段

三宅 孝雄君 j也庖新森小路 中3丁目 公園東11¥11 建 築

鈴 木 孫市君 大阪市臨時校図建設所 i向井 勝市君 成島 l孫東城町館町

匂 坂 弘美君 住吉区丸山遁2 ノ25 育川 修一方 名古屋市中 庖下康井町 l ノ58 河 村

卒 林 美彦君 和歌山 鯨湯浅町( 白後〉 光f: :借方

松 inl 基 ニ君
三重j孫宮州原町字富岡 一色j目II! TJ l 奥 ｩｾ 忠、次煮 大Ol 市浪注目T大連百貨広4階

Oノ17

地 方 倉 員

改 名

小林 一夫君 東 京 市若者問 医 道ｾ町 ＶＶ 舎 員

野 中 'l!(君 熊本市大江町九ぷ寺6 ノ2 大崎 平谷弘君 く恋名 寛1

城下 政登草寺
新 京特別l市大同大街205 大徳公司

死 C  

新 築工事場大林組出張所内

布袋 凶雄君 市1I戸市須磨|直衣掛町5ノ55
地 方 舎 員

桜井謙二郎君
日合爾演新市街長官公署街 9 大林組

城戸 彦七君
昭和 11年7月15日逝去く謹んで哀悼

出張所

の意た表す〉
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編 輯

aE f麦 ｾｾ＠

. l . 事暑い夏の名残の中 に もi筑iこ秋の気配が感じ

られる。

月刊の雑誌の編斡者( : t 何時さはなく 、季節に敏

感なる桜に習慣附げられてゐるさし、ふ。常 lこ季

節に先んじて仕事たして行かれ lf ならないから

であらう。

・季節に胸係のな い本誌に於てすら 9月絞ら8月

中に編輯するさ伝法、事寅1: げで感覚( : t 檎もする

さ季節に先駆する 。

.8月の待斡放のめさや受げて、 ヌド月放( : t 普通
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第である。
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